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花と緑と水のまち
宮崎県 三股町
花と緑と水のまち

宮崎県 三股町
1212

“
今
”と
い
う
未
来
に

つ
な
い
で
く
れ
た
人
た
ち
が
い
る

株式会社匠は、建築資材の卸売り、窓をはじめとす
るアルミ製品の製造、また建設業として個人住宅や公
共工事などを手掛ける企業です。宮村地区への三股工
場設置に伴い、町と同社は平成 30年度に協定を締結
しました。

株式会社匠
たくみ

●本社：都城市一万城町21-10
●設立：昭和58年8月
●従業員数：50人（11月現在）
●事業所：本社、三股工場、鹿児島営業所
●電話：24-6282

社員の資格取得を推進しており、
その取得費用などを積極的に支援し
ています。社員一人一人は株式会社
匠の貴重な人材であるだけでなく、
地域にとっても貴重な人材です。自
らの仕事の幅を広げようとチャレン
ジする社員を積極的に応援したいと
考えています。
私たちは、企業理念に「人生の舞台

をつくる」を掲げています。施工や販
売を通じてお客様の人生の舞台をお
作りする―。社員一人一人がこの先
の人生をどのように歩んでいくのか
を考えながら働く企業になる―。お
客様・社員の人生の舞台づくりに貢
献できるよう、歩みを進めていきた
いと考えています。

児
こ

玉
だま

　健
けん

二
じ

さん管理部　課　長

企
業
デ
ー
タ

海晴機械株式会社は、主力事業であるタイヤ製造機
械の製造などを手掛ける企業です。
蓼池地区への本社・工場の設置に伴い、町と同社は

平成 29 年度に協定を締結しました。

海
かい

晴
せい

機
き

械
かい

株式会社

誘致企業とは、本町に進出、または増設を希望する企業の
うち、本町産業の振興と雇用の拡大を図ることを目的とした
「企業立地促進条例」に基づき、町が指定する企業です。
町は、立地協定を締結し雇用者数の確保など、一定の条件

を満たした企業に対して、工場等土地取得補助金、雇用奨励
金の交付や、固定資産税の免除などを行っています。

誘致企業
とは？

本町の誘致企業で、町と立地協定を締結してい
る企業を紹介！社員の皆さんに、「自分の会社の
推しポイント」を聞いてみました！

ウウチチオオシシ！！
推推 しし

わが社の この点は他社に
負けない！

この点は他社に
負けない！

充実した福利厚生！
充実した福利厚生！

働きやすい職場！働きやすい職場！

商品に自信あり
！

商品に自信あり
！

奨励措置の種類 奨励措置の内容
固定資産税の免除 3年間免除

雇用奨励金 20万円/1人
（情報サービス施設以外）

工場等土地取得補助金 土地取得価格の1/2
※限度額5,000万円

奨励措置は、業種や町内在住者の雇用か否かなど、さまざまな条件により
金額等が異なります。

奨励措置の紹介（一部）奨励措置の紹介（一部）

●本社：三股町蓼池4696-1
●設立：平成23年５月
●従業員数：39人（11月現在）
●事業所：宮崎本社、名古屋支店
●電話：51-5351

タイヤ製造機械の製造、機械部品の製造を
行っており、タイヤメーカー様や食品メー
カー様などとお取引しています。
私たちの企業理念は「創造に挑む人づくり・

極限まで妥協しないモノづくり」。製品の質に
妥協しないのはもちろんのこと、納期までに
しっかりと納品できるよう、製造・加工部門
の社員同士で連携を取りながらモノづくりに
励んでいます。お客様のもとに納品した際に
は感謝の言葉を掛けて頂いたり、「おかげで仕
事がはかどるよ」などと声を掛けていただく
こともあり、とてもやりがいを感じられる仕
事だと感じています。

隈
くま

元
もと

　大
だい

樹
き

さん専務取締役　

企
業
デ
ー
タ

ウチオシ
ウチオシ
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【右】
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自治公民館に
「メリット」はあるのかー



家
族
、
親
戚
、
学
校
、
職
場
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
あ
る

い
は
趣
味
を
通
じ
た
つ
な
が
り
や
近
所
付
き

合
い
な
ど
、
私
た
ち
の
身
の
回
り
に
あ
る
、
人

と
人
と
の
さ
ま
ざ
ま
な〝
つ
な
が
り
〟
―
。
そ

れ
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
楽
し
さ
や
喜
び
と
い

う
幸
福
感
な
ど
心
の
豊
か
さ
を
与
え
て
く
れ

る
だ
け
で
な
く
、
い
ざ
と
い
う
時
に
助
け
合
え

る
関
係
に
な
れ
ば
安
心
感
を
も
得
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

自
治
公
民
館
も
そ
の
一
つ
。
自
治
公
民
館
組

織
や
そ
の
活
動
も
ま
た
、
私
た
ち
に〝
つ
な
が

り
〟の
き
っ
か
け
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。現
在
、

30
地
区
で
組
織
さ
れ
て
い
る
自
治
公
民
館
は
、

地
域
の〝
つ
な
が
り
〟を
深
め
る
た
め
に
敬
老

会
や
ま
つ
り
な
ど
の
行
事
を
行
っ
た
り
、
よ
り

住
み
や
す
い
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
清
掃
活

動
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
管
理
、
行
政

と
の
連
絡
調
整
や
要
望
活
動
を
行
う
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
近
年
、
全
国
的
に
自
治
会
へ
の
加

入
者
数
の
減
少
が
進
ん
で
お
り
、
本
町
で
も
同

様
に
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
ま
ま
減
少

し
続
け
る
と
、
私
た
ち
の
生
活
に
何
か
影
響
が

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

自
治
公
民
館
の
活
動
を
は
じ
め
、
町
で〝
つ

な
が
り
〟を
大
切
に
し
な
が
ら
活
動
す
る
人
た

ち
の
姿
を
通
し
て
、
自
治
公
民
館
の
果
た
す
役

割
や
存
在
意
義
を
考
え
ま
す
。

自治公民館に「メリット」はあるのかー

自治公民館に
「メリット」はあるのかー

人のつながりは、地域の力になる―。
宮村地区小

こ

鷺
さぎ

巣
す

にある大平公園。都城盆地を一望にできるこの公園を、小鷺巣自治
公民館の有志でつくる「大

おお

平
ひら

公園整備委員会」が再整備しました。地域のつながりか
ら生まれた公園の再整備によって、地域住民の憩いの場、子どもたちの遊び場が生
まれたのです。
写真向かって左から、、現公民館長の大

おお

峰
みね

浩
ひろし

さん、整備当時の公民館長黒
くろ

木
き

義
よし

仁
と

さん、別
べっ

府
ぷ

一
かず

夫
お

さん、和
わ

田
だ

昭
しょう

三
ぞう

さん。

自
治
公
民
館
に
加
入
し
て
い
る
人
も
、加
入
し
て
い
な
い
人
も
、

一
度
は
考
え
た
こ
と
が
あ
る
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
も
そ
も
、な
ぜ
自
治
公
民
館
は
存
在
す
る
の
で
し
ょ
う
か
？

こ
の「
な
ぜ
」に
対
す
る
答
え
が「
メ
リ
ッ
ト
」な
の
で
し
ょ
う
か
。

本
特
集
で
は
、自
治
公
民
館
の
果
た
す
役
割
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
、

そ
し
て
、そ
の
活
動
は
何
の
た
め
に
行
っ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

は
じ
め
に

「
自
治
公
民
館
に
入
っ
て
、

ど
ん
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
？
」

～「自治公民館」が生み出すもの～
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公
昭
和
20
年
代
、全
国
に
次
々
と
設
置
さ

れ
て
き
た「
公
民
館
」。
本
町
で
も
昭
和

21
年
以
降
、
30
カ
所
で
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
昭
和
39
年
に「
地
区
公
民

館
制
度
」が
ス
タ
ー
ト
。
さ
ら
に
、
平
成

４
年
に
現
在
の「
自
治
公
民
館
制
度
」が

始
ま
り「
自
治
会
」の
役
割
を
担
う
29
の

「
自
治
公
民
館
」が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

一
般
に
公
民
館
と
は
、
組
織
名
、
施
設

名
と
し
て
使
用
さ
れ
て
お
り
、
地
域
住

民
が
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
や
活
動
を
行
う

際
の
拠
点
と
し
て
、
そ
の
役
割
を
果
た

す
組
織
・
施
設
を
い
い
ま
す
。

町
内
で
は
、現
在
30
の
自
治
公
民
館
組

織
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の
地
区
分
館

や
児
童
館
な
ど
を
拠
点
に
活
動
し
て
い

ま
す
。

平
成
４
年
に
始
ま
っ
た
、

本
町
の
自
治
公
民
館
制
度

現
在
の
自
治
公
民
館
組
織
は
町
が
設

置
し
て
い
る
団
体
で
は
な
く
、
各
地
区
で

自
主
的
に
設
置
・
運
営
さ
れ
て
い
る
団

体
で
す
。

町
は
自
治
公
民
館
に
対
し
て
そ
の
運

営
を
支
援
す
る「
自
治
公
民
館
組
織
活
動

交
付
金
」を
交
付
す
る
な
ど
し
て
支
援
し

て
い
ま
す
が
、
主
な
活
動
資
金
は
加
入
世

帯
が
出
し
合
う
公
民
館
費
や
支
部
費
な

ど
で
す
。
ま
た
、
運
営
や
意
思
決
定
は
各

自
治
公
民
館
組
織
が
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、前
述
の
と
お
り
自
治
公
民
館

は「
自
治
会
」と
し
て
の
役
割
も
担
っ
て

お
り
、
自
分
た
ち
の
住
む
ま
ち
を
自
分

た
ち
の
意
思
で
つ
く
り
上
げ
る「
住
民
自

治
」の
一
翼
を
担
う
、
非
常
に
重
要
な
組

織
で
す
。

自
治
公
民
館
は
、

各
地
区
に
よ
る
自
主
的
な
組
織

し
か
し
、
近
年
、
自
治
公
民
館
へ
の
加

入
世
帯
数
が
減
少
し
て
お
り
、
中
に
は
運

営
が
困
難
に
な
り
つ
つ
あ
る
地
域
も
出
て

き
て
い
ま
す
。

下
に
示
す
グ
ラ
フ「
自
治
公
民
館
加
入

率
の
推
移
」に
よ
る
と
、平
成
16
年
に
は
、

町
全
体
で
73
・
５
％
も
の
世
帯
が
自
治

公
民
館
に
加
入
し
て
い
ま
し
た
が
、
本
年

６
月
に
は
56
・
４
％
に
ま
で
低
下
し
て

い
ま
す
。

例
え
ば
、
昨
年
度
か
ら
本
年
度
に
か
け

て
は
、
加
入
世
帯
数
が
１
６
４
世
帯
も
減

少
。
町
全
体
の
世
帯
数
は
増
加
し
て
い
る

も
の
の
、
脱
退
す
る
世
帯
や
、
そ
も
そ
も

加
入
し
な
い
と
い
う
選
択
を
す
る
世
帯
が

増
え
、
加
入
率
は
今
も
な
お
右
肩
下
が
り

の
状
況
で
す
。

一
体
、
加
入
率
低
下
の
原
因
は
、
ど
の

よ
う
な
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。
今
回
広

報
み
ま
た
で
は
、
加
入
・
非
加
入
世
帯
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
ほ
か
、
町
の
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を
使
っ
て
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

そ
れ
ら
の
結
果
か
ら
見
え
て
き
た
の

は
、
自
治
公
民
館
の
活
動
内
容
に
対
す
る

歯
止
め
の
き
か
な
い

加
入
者
世
帯
の
減
少

見
え
て
き
た
の
は

意
識
や
生
活
ス
タ
イ
ル
の
変
化
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自治公民館　加入率の推移
加入世帯数 非加入世帯数 加入率（人）
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10
月
に
本
紙
が
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト

「
自
治
公
民
館
に
加
入
し
て
い
ま
す
か
？
」

で
は
、
加
入
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
さ
ら

に
加
入
し
て
い
る
理
由
、
加
入
し
て
い

な
い
、
ま
た
は
退
会
し
た
理
由
を
尋
ね
、

１
９
７
件（
う
ち
、
町
外
在
住
13
件
）も

の
回
答
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

加
入
し
て
い
る
理
由
と
し
て
最
も
多

か
っ
た
の
は
、
約
60
件
ほ
ど
寄
せ
ら
れ
た

「
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
使
用
し
た
い
か

ら
」を
含
む
回
答
。「
ご
み
捨
て
」は
日
常

生
活
に
深
く
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
多
く

の
人
が
加
入
の
理
由
と
し
て
挙
げ
ま
し

た
。
中
に
は「
ご
み
捨
て
を
す
る
た
め
に

仕
方
な
く
加
入
し
て
い
る
」と
い
っ
た〝
つ

な
が
り
〟を
得
る
こ
と
を
必
ず
し
も
求
め

な
い
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

加
入
し
て
い
る
人
か
ら
届
い
た
意
見
と

し
て
目
立
っ
た
の
は「
助
け
合
い
」「
協
力
」

「
つ
な
が
り
」な
ど
を
大
切
に
す
る
意
見
。

一
方
で
、
加
入
し
て
い
る
人
・
加
入
し
て

い
な
い
人
と
も
に
、
役
員
に
な
っ
た
際
の

負
担
を
嘆
く
声
も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

自
治
公
民
館
に
加
入
し
て
い
る
人
か
ら

住
民
同
士
の〝
つ
な
が
り
〟に
関
す
る
意

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

大
き
な
関
心
は「
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

見
も
出
た
一
方
で
、
加
入
し
て
い
な
い
人

か
ら
は〝
つ
な
が
り
〟を
求
め
な
い
意
見

が
出
ま
し
た
。
ま
た
、
自
治
公
民
館
に
加

入
し
て
い
な
い
人
か
ら「
近
所
付
き
合
い

も
な
く
孤
独
感
を
感
じ
る
」と
い
っ
た
声

も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

〝
つ
な
が
り
〟を
求
め
て
加
入
し
て
い
る

人
も
い
れ
ば
、〝
つ
な
が
り
〟が
必
要
な
い

か
ら
加
入
し
て
い
な
い
人
も
い
る
―
。
自

治
公
民
館
の
役
割
は
、こ
の〝
つ
な
が
り
〟

に
ヒ
ン
ト
が
あ
る
よ
う
で
す
。

町
内
に
は
、
す
で
に〝
つ
な
が
り
〟の

希
薄
化
が
課
題
に
な
っ
て
い
る
地
域
が
あ

り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
地
域
の
現
状
を

知
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
と
立
ち

上
が
り
、
住
民
や
関
係
機
関
と
共
に
動
き

始
め
た
人
が
い
ま
す
。

次
㌻
で
は
、
そ
ん
な
地
域
の
現
状
に
思

い
を
寄
せ
、
支
援
を
始
め
た
人
の
活
動

と
、そ
の
胸
中
に
迫
り
ま
す
。

●�あまり干渉されたくない、関わりたくない
ため。

●加入していなくて困ったことがない。
●必要性を感じないため。
●�子どもが大きくなり、必要ないと判断した
ため。

●�共働きで忙しい上に子どもが小さく活動への
参加が難しいため。時代や家庭環境に合った
体制になるのであれば加入を考えたい。
●�会費が高くて役員も回ってくるので煩わし
い。

●役員の負担が大きかったため。
●�仕事や子育てで、いっぱいいっぱい。加入し
ていても行事は参加できないのに、役員など
も回ってきて、無理であるため。
●�以前加入していたが、共働きで忙しいうえに
子どもがまだ小さく支部の活動に参加が難し
いので退会した。
●賃貸住宅に住んでいるため。
●高齢で一人暮らしのため。
●�入っていたがメリットよりデメリットの方が
多かったため。

入っている 入っていない

だ
か
ら
私
は
、自
治
公
民
館
に
…

自
治
公
民
館
と
は
？

10月15日～ 20日までの期間、町のLINE公式アカウントを通じて実施。

肯
定
的
、
ま
た
は
否
定
的
な
意
見
の
数
々

で
す
。

さ
ら
に
、
核
家
族
化
、
少
子
高
齢
化
や

共
働
き
世
帯
の
増
加
な
ど
、
社
会
の
変
化

が
影
響
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
、
私
た
ち

一
人
一
人
の
意
識
の
変
化
や
生
活
ス
タ

イ
ル
そ
の
も
の
の
変
化
が
見
え
て
き
ま

し
た
。

※世帯数は住民基本台帳による。※世帯数には、一部の医療・介護施設を含んでいない場合がある。
※平成16年の世帯数は7月1日時点、加入・非加入世帯数は4月1日時点。

●ごみステーションを使用したいから。 
●�地域がつながりを持って助け合うのが当たり
前だと思うため。
●�隣近所とのお付き合いは助け合い、情報交換
や連帯感など、孤立防止になるから大切なこ
とだと思う。
●�地域間で隣人とのコミニケーションを図り、
お互いの顔の見える生活を送り、助け合う力
を養うため。
●�顔見知りになれてよかった。ご近所付き合い
がなくても困らないと思っていたが、もしも
何かあったときの対応が違うと思う。
●�新燃時は地区で協力して狭い道路まで清掃
できた。台風など災害時の声掛けができて
いる。
●�自分が親になり子どもたちに地域との交流を
しているところを見せてあげたいと考えてい
たため。
●加入が当たり前と思っていたため。
●�地域で生活するとしたら、当たり前のことだ
と思っているから。
●特に何の疑問もなく加入した。

キ
ー
ワ
ー
ド
は

〝
つ
な
が
り
〟

見
え
て
き
た
キ
ー
ワ
ー
ド

加
入
・
非
加
入
者
の
共
通
項

自治公民館に「メリット」はあるのかー
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意

　
「
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
は
重
要
で

す
」と
聞
い
て
、
真
っ
向
か
ら
全
て
否
定

す
る
人
は
少
な
い
で
し
ょ
う
。
例
え
ば
、

職
場
内
で
の〝
つ
な
が
り
〟を
求
め
な
い

人
で
も
、
家
族
、
友
人
や
隣
近
所
の
人
と

の〝
つ
な
が
り
〟が
生
活
を
豊
か
に
し
て

く
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
私
た
ち
が「
地
域
」と
い

う
場
で
必
要
と
す
る〝
つ
な
が
り
〟
は
、

ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。
内

閣
府
の「
社
会
意
識
に
関
す
る
世
論
調

査
」（
令
和
４
年
12
月
調
査
）の
結
果
を
も

と
に
、
都
市
規
模
別
、
年
齢
別
に
見
て
い

き
ま
す
。

　

グ
ラ
フ
①
に
よ
る
と「
大
都
市
」で
は

各
項
目
の
割
合
が
拮
抗
し
て
い
る
一
方

で「
町
村
」な
ど
で
は「
挨
拶
を
す
る
程

度
」の
関
係
性
に
と
ど
ま
ら
ず「
地
域
の

行
事
等
に
参
加
し
た
り
困
っ
た
と
き
に

助
け
合
う
」な
ど
、
よ
り
親
し
い
関
係
を

築
き
た
い
と
考
え
て
い
る
人
の
割
合
が

高
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

ま
た
、
グ
ラ
フ
②
に
よ
る
と
年
代
に

よ
っ
て
地
域
と
の
付
き
合
い
に
求
め
る

も
の
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。
例
え
ば
、
20
～
29
歳
で
は「
挨
拶

を
す
る
程
度
の
付
き
合
い
」を
求
め
る
人

の
割
合
が
最
も
高
い
の
に
対
し
て
、 

50
代

以
上
で
は
そ
の
割
合
が
低
く
な
り「
地
域

の
行
事
等
に
参
加
し
た
り
困
っ
た
と
き

に
助
け
合
う
」や「
地
域
の
行
事
等
に
参

地
域
ご
と
、年
齢
ご
と
に
異
な
る

〝
つ
な
が
り
〟への
意
識

　
「『
自
治
公
民
館
に
入
っ
て
い
る
か
ど

う
か
』が
、
住
民
同
士
の
関
係
に
影
響
し

て
は
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」と
力

を
込
め
る
長
尾
さ
ん
。
地
域
の
つ
な
が

り
を
深
め
よ
う
と
、
住
民
、
唐
杉
の
支
部

や
町
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
と
協
力
し

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
一
つ
が
、
住
民
と
共
に
立
ち
上
げ

た
サ
ロ
ン
で
す
。
昨
年
度
は
30
回
ほ
ど

開
催
し
、ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ「
モ
ル
ッ
ク
」

や
健
康
推
進
委
員
と
し
て
講
習
を
開
き

ま
し
た
。「
メ
イ
ン
は
、
お
し
ゃ
べ
り
」と

言
う
よ
う
に
、ベ
ン
チ
に
腰
掛
け
会
話
を

交
わ
し
、
モ
ル
ッ
ク
で
は
声
援
を
送
り

合
っ
た
り
す
る
な
ど
、
参
加
す
る
住
民

同
士
で
交
流
す
る
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

多
く
の
地
域
で
集
落
館
な
ど
の「
建

物
の
中
」で
行
わ
れ
て
い
る
サ
ロ
ン
。
し

か
し
、
唐
杉
に
は
、
近
く
に
集
会
が
で
き

る
公
共
の
建
物
が
あ
り
ま
せ
ん
。「
唐
杉

公
園
に
東
屋
を
建
て
ら
れ
な
い
だ
ろ
う

か
」。
活
動
の
最
中
、
ふ
と
住
民
か
ら
上

が
っ
た
意
見
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
サ

〝
つ
な
が
り
〟を
生
む
た
め

地
域
の
公
園
で「
サ
ロ
ン
」を
開
催

令
和
２
年
、
夫
の
定
年
退
職
を
機
に
、

夫
の
故
郷
で
あ
る
梶
山
地
区
に
移
住
し
て

き
た
長な

が

尾お

浩ひ
ろ

美み

さ
ん
。
令
和
５
年
か
ら
本

年
11
月
ま
で
、
同
地
区
唐か

ら

杉す
ぎ
、
上う

え

の
馬ば

場ば

や
切き

り
寄よ

せ
を
担
当
す
る
民
生
委
員
と
し
て
活

動
し
て
き
ま
し
た
。

　
「
移
住
し
て
き
た
当
初
、
故
郷
か
ら
離

れ
た
こ
の
地
に
友
人
は
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
地
域
に
入
っ
て
い
け
る
か
不
安
な

中
、
ま
ず
は
私
の
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
な
が
ら
、
担
当
す
る
地
域
の
家
庭

を
訪
ね
て
周
り
ま
し
た
」と
振
り
返
り
ま

す
。
そ
ん
な
長
尾
さ
ん
は
民
生
委
員
や
地

区
の
副
支
部
長
な
ど
を
務
め
る
中
で
、
唐

杉
の〝
現
状
〟を
知
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

自
治
公
民
館
の
加
入
世
帯
数
が
少
な
く
、

地
域
の
つ
な
が
り
が
希
薄
に
な
り
つ
つ
あ

る
現
状
で
す
。

　
長
尾
さ
ん
が
唐
杉
に
関
わ
り
始
め
た
当

時
、
34
世
帯
が
住
ん
で
い
ま
し
た
が
、
自

治
公
民
館
に
加
入
し
て
い
た
の
は
14
世

帯
。
加
入
し
て
い
る
世
帯
が
半
数
以
下
と

い
う
状
況
で
し
た
。

加
入
世
帯
数
は
、半
数
以
下

希
薄
に
な
り
つつ
あ
る〝
つ
な
が
り
〟

長
なが

尾
お

  浩
ひろ

美
み

 さん

24.1

資料：内閣府「社会意識に関する世論調査」（令和4年12月調査）
（注） 都市規模区分は、大都市（東京都区部、政令指定都市）、中都市（人口20万人以上の市、人口10万人以上の市）、小都市（人口10万人未満の市）及び町村（町、村）である。

望ましい地域での付き合いの程度（都市規模別）グラフ①

■①地域の行事等に参加したり困ったときに助け合う　■②地域の行事や会合に参加する程度の付き合い　■③世間話をする程度の付き合い
■④挨拶をする程度の付き合い　■⑤地域での付き合いは必要ない　■⑥無回答　

0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0（％）

大都市

中都市

小都市

町　村

23.9 24.5 2.1 1.923.5

26.029.2 20.8 1.2 0.622.2

33.835.3 10.6 1.2 3.016.0

35.333.3 9.8 1.3 0.719.6

資料：内閣府「社会意識に関する世論調査」（令和4年12月調査）

望ましい地域での付き合いの程度（年齢別）グラフ②

■①地域の行事等に参加したり困ったときに助け合う　■②地域の行事や会合に参加する程度の付き合い　■③世間話をする程度の付き合い
■④挨拶をする程度の付き合い　■⑤地域での付き合いは必要ない　■⑥無回答

0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

20~29歳
30~39歳
40~49歳
50~59歳
60~69歳
70歳以上

12.7 17.8 28.0 34.7 5.9 0.8

22.0 16.5 24.7 33.5 2.7 0.5

31.3 19.5 22.0 24.0 0.8 2.4

32.0 25.4 23.8 16.6 0.6 1.6

32.8 33.8 20.6 11.6 0.6 0.6

31.9 36.8 16.5 11.6 1.5 1.6

加
し
た
り
困
っ
た
と
き
に
助
け
合
う
」関

係
を
求
め
る
人
の
割
合
が
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
よ
う
に
地
方
の
ま
ち
で
生

活
す
る
人
は
、「
今
は
つ
な
が
り
を
求
め

て
い
な
い
人
で
あ
っ
て
も
、
年
齢
を
重
ね

る
う
ち
に
、
つ
な
が
り
を
求
め
る
よ
う
に

な
る
」の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

い
ず
れ
の
グ
ラ
フ
を
見
て
も
、「
地
域

で
の
付
き
合
い
は
必
要
な
い
」と
答
え
た

人
の
割
合
は
非
常
に
低
く
な
っ
て
お
り
、

少
な
く
と
も
あ
い
さ
つ
を
交
わ
す
以
上

の
関
わ
り
合
い
は
多
く
の
人
が
求
め
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で〝
つ
な

が
り
〟を
求
め
る
私
た
ち
に
と
っ
て
、
各

地
域
に
根
ざ
す
自
治
公
民
館
組
織
や
そ

の
活
動
は
、
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す

こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
次
㌻
で
は
、
本
町
で
初
め
て
自
主
防
災

組
織
を
立
ち
上
げ
た
今
市
自
治
公
民
館

の
活
動
や
、
活
動
に
込
め
ら
れ
た
思
い
に

迫
る
と
と
も
に
、
専
門
家
の
意
見
や
熊
本

地
震
を
経
験
し
地
域
住
民
同
士
の〝
つ
な

が
り
〟の
重
要
性
を
あ
ら
た
め
て
実
感
し

た
人
の
話
を
も
と
に
考
え
ま
す
。

生
“
つ
な
が
り
”が
、
次
の

“
つ
な
が
り
”
を
生
む

念
願
の「
交
流
の
場
」

〝
つ
な
が
り
〟を
広
げ
る
た
め
に

自治公民館に「メリット」はあるのかー

ロ
ン
の
活
動
拠
点
と
し
て
、
ま
た
、
住
民

同
士
の
交
流
の
場
と
し
て
、
東
屋
を
建

て
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

力
仕
事
の
多
い
東
屋
作
り
は
、
住
民
有

志
の
力
だ
け
で
な
く
、
以
前
か
ら
相
談
し

て
い
た
町
社
会
福
祉
協
議
会
職
員
の
協

力
も
仰
い
で
進
め
る
こ
と
に
。「『
暑
い
！ 

寒
い
！ 

は
我
慢
し
て
頑
張
り
ま
し
ょ

う
！
』
っ
て
励
ま
し
合
っ
て
ね
。
み
ん
な

で
協
力
し
て
、
少
し
ず
つ
作
業
を
進
め

ま
し
た
」と
笑
顔
で
振
り
返
り
ま
す
。
昨

年
５
月
に
始
ま
っ
た
東
屋
の
建
設
。
住
民

と
共
に
資
金
集
め
に
も
汗
を
流
し
、
つ
い

に
、
本
年
８
月
に
完
成
し
ま
し
た
。
長
尾

さ
ん
は「『
今
度
、東
屋
で
お
食
事
会
を
し

ま
し
ょ
う
ね
』と
い
う
話
に
な
っ
て
い
る

ん
で
す
」と
声
を
弾
ま
せ
ま
す
。

　
「
私
は
、
自
分
の
住
む
ま
ち
に
居
場
所

が
欲
し
か
っ
た
の
か
も
し
ま
せ
ん
」。
唐

杉
で
の
活
動
の
原
動
力
を
こ
う
話
す
長

尾
さ
ん
。
そ
ん
な
長
尾
さ
ん
が
生
み
出
し

た
、
住
民
同
士
、
さ
ら
に
は
長
尾
さ
ん
と

住
民
の〝
つ
な
が
り
〟は
、
地
域
内
で
次

の〝
つ
な
が
り
〟を
生
み
出
す
可
能
性
に

満
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　
◆　
　
　
　
　
◆　
　
　
　
　
◆

交
流
の
場
が
生
ま
れ
、
変
化
が
訪
れ
始

め
た
唐
杉
の〝
つ
な
が
り
〟で
す
が
、
私

た
ち
は
地
域
の〝
つ
な
が
り
〟の
希
薄
化

と
い
っ
た
課
題
を
、
ど
の
よ
う
に
受
け
止

め
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
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学 絆
１
６
７
０
人
、
６
９
１
世
帯
が
住
む
、

今
市
地
区（
11
月
１
日
時
点
）。同
地
区
で

は
、
平
成
29
年
度
に「
今
市
自
主
防
災
組

織
」を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
こ
れ
は「
自

分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」と

い
う
考
え
の
も
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で

自
主
的
に
結
成
し
て
防
災
活
動
を
行
う
組

織
で
す
。
現
在
、
本
町
で
は
18
地
区
が
、

自
治
公
民
館
単
位
で
自
主
防
災
組
織
を
立

ち
上
げ
て
い
ま
す
。

町
内
で
初
め
て
自
主
防
災
組
織
を
立

ち
上
げ
た
同
地
区
は
、
平
成
28
年
に「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」を
活
用
し
て
防

災
用
の
資
機
材
を
導
入
し
た
こ
と
も
相

ま
っ
て
、
自
主
防
災
組
織
を
立
ち
上
げ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
当
時
か
ら
現
在
に

至
る
ま
で
、
自
治
公
民
館
長
と
自
主
防
災

組
織
の
隊
長
を
務
め
る
西
山
繁
敏
さ
ん
は

「
多
く
の
人
が『
防
災
』に
関
心
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
少
し
で
も
自
治

公
民
館
活
動
に
参
加
し
て
も
ら
え
た
ら
い

い
な
と
思
い
、
立
ち
上
げ
る
こ
と
を
提
案

し
ま
し
た
」と
、当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

参
加
の
き
っか
け
に
な
れ
ば
―

「
防
災
」への
関
心
に
着
目

　
「
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
や
発
電
機
な
ど
を
導

入
し
ま
し
た
が
、
使
い
方
が
分
か
ら
な
い

人
も
い
ま
し
た
。『
宝
の
持
ち
腐
れ
』
に

な
っ
て
し
ま
う
と
考
え
、
今
市
に
住
む
消

防
局
職
員
に
相
談
し
、
講
師
と
し
て
教
え

て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
た
ん
で
す
」と
振

り
返
る
西
山
さ
ん
。
防
災
を
学
び
、
災
害

に
備
え
る
組
織
作
り
が
始
ま
り
ま
し
た
。

事
前
に
講
師
と
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、

本
格
的
な
防
災
訓
練
を
行
う
同
地
区
。
本

年
は
７
月
に
開
催
し
、
60
人
を
超
え
る
住

民
が
参
加
し
ま
し
た
。
毎
年
行
う
Ａ
Ｅ

Ｄ
・
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
訓
練
に
加
え
、

避
難
所
で
の
使
用
を
想
定
し
た
ダ
ン
ボ
ー

ル
ト
イ
レ
や
新
聞
紙
を
使
っ
た
ス
リ
ッ
パ

の
製
作
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
豚
汁
づ

く
り
や
炊
飯
器
を
使
用
せ
ず
に
米
を
炊
く

訓
練
を
行
い「
米
の
炊
き
方
を
間
違
え
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
だ
か
ら
こ
そ
訓
練
を

行
っ
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
」と
、
訓

練
で
得
た
学
び
を
話
し
ま
す
。

し
か
し
、
訓
練
の
目
的
は「
大
災
害
に

備
え
る
た
め
」だ
け
で
は
な
い
と
、
西
山

全
て
は
、地
域
の

「
絆
づ
く
り
」の
た
め
に

さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　
「
毎
年
行
っ
て
い
る
自
主
防
災
組
織
の

訓
練
の
ほ
か
、
全
て
の
自
治
公
民
館
活
動

は『
絆
づ
く
り
』の
た
め
に
行
っ
て
い
ま

す
。
行
事
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

り
、
顔
が
見
え
る
関
係
づ
く
り
を
進
め
る

こ
と
で
、
私
た
ち
地
域
住
民
同
士
の
絆
を

育
む
こ
と
が
重
要
な
ん
で
す
」と
力
を
込

め
ま
す
。

先
に
紹
介
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
掲

載
し
て
い
な
い
意
見
を
含
め
て
も
学
び
の

場
と
し
て
捉
え
る
意
見
は
ご
く
少
数
で

し
た
が
、
植
村
准
教
授
が
指
摘
す
る
よ
う

に
、
自
治
公
民
館
活
動
に
関
わ
る
こ
と
は

私
た
ち
一
人
一
人
の
学
び
を
深
め
る
こ
と

に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
学
び

を
起
点
に
、
私
た
ち
住
民
同
士
の〝
つ
な

が
り
〟が
育
ま
れ
て
い
ま
す
。

学
び
を
通
じ
た
絆
づ
く
り

（左から）体育部長:上
かみ

沖
おき

廣
ひろ

美
み

さん、婦人部長:東
ひがし

朝
あさ

子
こ

さん、副館長:鈴
すず

木
き

武
たけ

明
あき

さん、館長:西
にし

山
やま

繁
しげ

敏
とし

さん

地域のコミュニティーである自治公民館は、「共助」、そして「学
び」の観点から、非常に重要な存在です。
昔は農作業などの仕事、冠婚葬祭、防災防犯や相互扶助などを、
全て自分たちで助け合いながら行っていましたが、現在は、行政や
民間企業が担うようになりました。ありがたいことですが、それら
が今後も継続されるかどうかは分かりません。いざ何かが起きた
ときや日常の困りごとが生じたとき、地域住民同士で助け合うこ
とができる「共助」の力を発揮するため、日頃の関係性づくりが重
要となります。
さらに自治公民館は「学びの場」という側面も非常に重要です。
地域の困りごとに向き合うとき「どうすれば解決できるだろうか」
と関係者が知恵を出し合いながら解決の糸口を探ります。その過
程こそがそれぞれの学びにつながります。
さらに、自治公民館以外の団体や職場などで得た学びや課題解決
のヒントを、自治公民館組織に持ち寄って共有することもさらなる
学びにつながります。「共助」の主体としての役割は、こうした「学
び」を起点に広がる可能性を秘めています。「学び」というと堅苦し
く、日頃行っていないと思うかもしれませんが、日々自治公民館活
動に携わっている人たちは、すでに「学び」を深めているのです。
現在、三股町でも自治公民館の加入者数が減少しています。加入
者数や加入率だけを追い求めるのではなく、まずは「何のための組
織なのか」を考えることが重要です。そして、活動する人々の負担
軽減を考え、「何が大切なのか、何を残すべきなのか」を精査すべき
時が訪れていると考えます。

「学び」を起点に、地域がつながる

Profile

鹿児島県出身。博士・学術（鹿児島大学）。
南九州大学講師などを経て現職。専門は社会教育・
生涯学習学。

植
う え

村
む ら

  秀
ひ で

人
と

 准教授

南九州大学
教養教育センター

熊本地震（平成 28 年）では、大津町も最大震度６強の非常に強い地震
に襲われました。当時、民生委員や地域の区長（自治会長）を務めており
被災直後に地域を巡回しました。町営住宅の一角で高齢者に毛布を掛け
る若者、炊き出しの列で小さな子ども連れの母親に前を譲る人、行方不明
のペットを飼い主と共に探す人、そんな住民の姿を見て、一人一人がそれ
ぞれの形で助け合う共助の重要性を再認識しました。一方、障害がある夫
婦に「大丈夫ですか」と声を掛けても「大丈夫です」と返ってきたことが
あります。声の掛け方一つで、また、日ごろの付き合いや関係性次第では
相手が遠慮してしまい、場合によっては生死を分かつこともありえます。
大災害を経験した私たちでさえ、共助の大切さを忘れてしまいがちです。
最近、震災時に役立った備品を購入しましたが「あの経験を忘れないよう
にしましょう」という呼び掛けの意味も込めています。「向こう三軒両隣」
で助け合いの精神を育むことで、何かが起きたときに必ず役立つと感じ
ています。
今後も、自治会組織での備えだけでなく、住民同士の助け合いの心を育
むことを大切にしながら活動していきたいと思います。

学
び
、つ
な
が
り

深
め
る
絆

熊本県大
おお

津
づ

町
まち

民生委員児童委員協議会

吉
よ し

田
だ

 和
か ず

信
の ぶ

さん会 長

自
主
防
災
組
織
も
、
一
見
す
る
と「
災

害
に
備
え
て
い
る
」と
だ
け
捉
え
が
ち
で

す
が
、
防
災
訓
練
な
ど
の
行
事
を
通
じ
て

地
域
の
絆
と
い
う〝
つ
な
が
り
〟を
育
む

側
面
と「
学
び
の
場
」で
あ
る
と
い
う
側

面
を
踏
ま
え
る
と
、「
学
び
を
通
じ
た
絆

づ
く
り
」と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
自
治
公
民
館
活
動
は
私
た

ち
の〝
つ
な
が
り
〟を
育
み
な
が
ら
、
豊

か
に
成
長
す
る
き
っ
か
け
を
与
え
て
く
れ

る
存
在
で
す
。

熊本地震に学ぶ ～災害と「共助」～

自治公民館に「メリット」はあるのかー

今市自主防災組織の訓練の様子
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育自分の住む、身近な場所で
〝つながり〟を育む

このまちには、地域のつながりを大切にしながら活動する人たちがいます。
自らの意思で、自ら行動する―。そんな人が集まる地域コミュニティーは、さま
ざまな方法で、より強い〝つながり〟を育んでいます。

ここでは、自治公民館組織から「大平公園整備委員会」（小鷺巣）と「三原青壮
年部」（三原）を、自治公民館組織とは別に自分たちの思いをもとに立ち上げた

「前目塾」（前目）の活動を例に、今を生きる私たち自身が求める〝つながり〟の
形を考えます。

私たち「大平公園整備委員会」は、平成 30 年度に小鷺巣自治

公民館に加入している人のうち有志で設立した団体です。県や

町の補助金も活用して桜やツツジを植樹するなど公園の再整備

を行っており、令和４年には念願だった展望台と東屋を建てる

ことができました。大平公園は大正時代から地元住民によって

管理運営され、守られてきた場所です。私たちも子どもの頃、こ

の公園で遊んだ経験があります。公園の斜面を手作りのそりで

滑ったり、かつては敬老会も催されたりなど多くの思い出があ

ります。展望台や東屋を整備して以降、町内外の小中学校が遠足

で訪れたり、地域の皆さまが散歩されたり、子どもたちの遊び場

にもなっています。草刈りなどの作業は大変ですが、これからも

地域の皆さまと協力し、管理していきたいと思います。

地元の公園を再整備
小鷺巣で、地域の仲間たちと公園を管理

黒く
ろ

木き  

義よ
し

仁と 

さ
ん

三原自治公民館の「三原青壮年部」に入っています。現在の部員は30人で、旭ヶ
丘運動公園の桜のライトアップや、正月の餅つき、また自治公民館が行う六月灯
などに関わっています。特にライトアップは「せっかく三原に桜の名所があるの
だから、それを生かして三原を盛り上げていこう」との思いで行っています。私た
ち青壮年部は、仕事や家庭などのプライベートを最優先に、参加できる人が参加
しようという雰囲気があります。ときには体力的に疲れることもありますが、活
動を通じて地域の人たちと顔が見える関係を作ることができます。知り合いがい
ると行事に参加しやすかったり、子どもの送迎などで助け合う関係ができたり、
活動が地域の人たちとの関係づくりのきっかけになっていると感じています。

活動が、地域の人たちとの
関係作りにつながる

岩い
わ

﨑さ
き  

隆り
ゅ
う

司じ 

さ
ん

私たち前目塾は、前目地区から勝岡小学校に通う子どもの保護者有志で立ち上げ
た団体です。立ち上げは令和４年。せっかく知り合ったのに、小学校を卒業すると
つながりが少なくなることから「せっかくのつながりが、もったいないよね」との
話になり、結成しました。メンバーは全員前目地区在住。近所に住み、これからも
長く住み続けることをイメージして「長く活動する」ことを前提にしています。そ
のため、まつりの出店や日頃の活動は、任意参加。「行ける人が行く」「飲み会だけで
もいいから」といった、緩い関係性を大切にしています。現在は、前目公園の草刈
り、六月灯などでの出店や “ おねっこ ” の協力など、無理のない範囲で活動してい
ます。これからも、次の世代の人たちにも声を掛けながら活動していきたいです。

在校中も、卒業後も　
保護者同士のつながりを大切に

大お
お

宅や  

功こ
う

介す
け 

さ
ん

大
平
公
園
整
備
委
員
会
が
再
整
備
。
東
屋
、
展
望
台
を

設
置
し
て
い
る
ほ
か
、
桜
や
ツ
ツ
ジ
な
ど
の
樹
木
が
植

樹
さ
れ
て
い
る
。

旭
ヶ
丘
運
動
公
園
は
、
地
区
内
外
の
人
た
ち
か
ら
親
し

ま
れ
る
、
桜
の
名
所
。
三
原
青
壮
年
部
が
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
を
行
っ
て
い
る
。

前目塾、出店時の様子。メンバーで味の研究を重ねた
炭火焼は、イベントでも大人気。

小
鷺
巣
自
治
公
民
館

大
平
公
園
整
備
委
員
会

三
原
自
治
公
民
館

三
原
青
壮
年
部

前
目
塾
　
塾
長

自治公民館に「メリット」はあるのかー
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本
特
集
で
は
、
自
治
公
民
館
の
果
た
す

役
割
や
存
在
意
義
、
そ
し
て
「
自
治
公
民

館
に
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
の
か
」
に
つ
い
て
考

え
ま
し
た
。〝
つ
な
が
り
〟を
大
切
に
す
る

人
た
ち
の
思
い
や
行
動
に
触
れ
る
こ
と
が

で
き
た一方
で
、
自
治
公
民
館
の
活
動
や
運

営
方
法
と
、
日
々
の
生
活
が
か
み
合
わ
な

い
人
や
家
庭
が
あ
る
実
態
が
、
あ
ら
た
め

て
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

 

〝
つ
な
が
り
〟を
望
ま
な
い
人
も
い
れ
ば
、

望
ん
で
い
る
が
今
は
余
裕
が
な
い
と
い
う

人
も
い
る
―
。
そ
う
考
え
る
と
、
今
の
時

代
に
合
っ
て
い
る
の
は
「
自
分
に
で
き
る

こ
と
を
」「
今
の
自
分
に
で
き
る
範
囲
で
」

「
無
理
な
く
取
り
組
む
／
関
わ
る
」
こ
と

を
認
め
合
う
関
係
性
で
す
。

自
治
公
民
館
に「
メ
リ
ッ
ト
」
は
あ
る
の

か
―
。
こ
の
問
い
に
対
す
る
答
え
は
、
今
後

も
生
活
す
る
地
域
で
、
同
じ
よ
う
に
生
活

す
る
人
と
の〝
つ
な
が
り
〟を
得
る
こ
と
が

で
き
、〝
つ
な
が
り
〟か
ら
生
ま
れ
る
豊
か

さ
や
安
心
感
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
し
て
、
こ
れ
は
個
人
の
メ
リ
ッ
ト
に

と
ど
ま
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た

ち
が
自
治
公
民
館
活
動
で
育
む
一
つ
一
つ

の〝
つ
な
が
り
〟が
重
な
り
合
う
こ
と
で
、

自
分
の
生
活
す
る
地
域
だ
け
で
な
く
、
ま

ち
全
体
を
心
豊
か
で
安
全
・
安
心
な
も
の

に
つ
く
り
上
げ
る
、
大
き
な
原
動
力
と
な

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

町自治公民館連絡協議会では、公民館加入者数の減
少に危機感を募らせています。特に私の住む植木地区
一帯、そして同じく比較的新しい住宅地である稗田地
区などでは、特に減少している状況です。そこで、町自
治公民館連絡協議会として、啓発のためののぼり旗を
設置するなど、加入促進の取り組みを行っています。
以前は、例えば葬儀を地域住民が協力して行うなど、

共助の主体としての自治公民館や地域のつながりが重
要な意味を持ち、加入する明確な意味がありました。
しかし、時代が変わり、価値観も変化してきた今、自

治公民館に求められる役割は変わってきました。その
一つが、災害時の共助の主体として、その存在意義を
発揮することだと考えています。今後発生することが
危惧されている南海トラフ地震などの大災害が発生し
たとき、行政や自衛隊などの「公助」が各地域に及ぶま
で数日はかかると考えています。災害発生からしばら
くの期間、各地区・各避難所で私たち住民同士が助け
合う必要があります。現在、自治公民館単位で18の「自
主防災組織」が発足しました。この組織や自治公民館
活動の中で生まれた交流が中心になって助け合う「共
助」も、今後の自治公民館活動の一つの意義となるで
しょう。私が館長を務める西植木地区でも、災害時に
備えて水などを備蓄したり、そのためのプレハブ倉庫
を設置すべき時期にきているのだと感じています。
自治公民館や支部ごとに特色があります。今後は、

自治公民館や支部ごとに努力し、支部長はじめ役職者
の負担軽減など、時代の変化に合わせて活動内容など
を変化させていく必要があると考えます。

各地域の特色を生かし、
これからも「共助」の主体として

嶋
し ま

田
だ

  松
ま つ

夫
お

さん

町自治公民館連絡協議会

（西植木自治公民館長）

鈴
す ず

木
き

  　貴
たかし

町内で自治公民館の加入者数が年々減少していることから、
現在「自治公民館加入促進条例」（仮称）を、令和８年度施行を目
指して策定している最中です。
自治公民館組織をはじめとする地域コミュニティーは、防犯
対策、いざというときの災害対策、子どもたちの育成、高齢者の
見守りなど、人と人とのつながりによって、地域にさまざまな価
値を生み出しています。これらは、行政の初動では対応しきれな
い非常に重要な役割です。
私たち行政に何ができるのか、また、各地域の自治公民館組織
に何ができるのか、その役割分担も含めて、しっかりと考えてい
きます。

企画商工課　課長

会 長

これからも、
自治公民館が生み出す価値が必要です

自治公民館のメリットは、
“つながり”の先にある私たちの心豊かな生活―

自治公民館に「メリット」はあるのかー
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功
績
を
た
た
え
て

令
和
７
年
度 

三
股
町
表
彰
式

町
は
11
月
３
日（
月
）、
町
役
場
で「
令
和
７
年
度
三
股
町
表
彰
式
」を
開
催
し
、
７
人
を
表
彰

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
町
政
の
振
興
や
町
民
福
祉
の
増
進
、
文
化
の
発
展
向
上
な
ど
に
功
績
の

あ
っ
た
個
人
・
団
体
を
顕
彰
す
る
も
の
で
、
毎
年
文
化
の
日
に
表
彰
式
典
を
行
っ
て
い
ま
す
。

受
賞
者
と
そ
の
功
績
は
次
の
と
お
り
で
す（
敬
称
略
）。

河
川
浄
化
等
推
進
員
と
し
て
、
平
成
６

年
の
発
足
以
来
30
年
以
上
に
わ
た
り
萩
原

川
を
中
心
と
し
た
定
期
的
な
河
川
パ
ト

ロ
ー
ル
や
住
民
へ
の
啓
発
活
動
に
献
身

的
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
に

も
、
河
川
の
浄
化
や
河
川
愛
護
の
推
進
活

動
に
幅
広
く
尽
力
さ
れ
、
地
域
住
民
の
河

川
愛
護
意
識
を
高
め
る
大
き
な
原
動
力
と

な
り
ま
し
た
。

功
労
賞（
社
会
部
門
）

大
おお

峰
みね

　 愿
すなお

 さん

高
崎
健
康
福
祉
大
学
高
崎
高
等
学
校

（
群
馬
県
）在
学
。
梶
山
小
学
校
、
三
股
中

学
校
出
身
。
第
77
回
春
季
関
東
地
区
高
等

学
校
野
球
大
会
に
お
い
て
優
勝
と
い
う
素

晴
ら
し
い
成
績
を
収
め
ら
れ
ま
し
た
。

功
労
賞（
体
育
部
門
）

田
た

上
がみ

賢
けん

芯
しん

さん

昭
和
60
年
に
東
京
都
で
開
催
さ
れ
た
全

国
青
年
大
会
出
場
を
機
に「
太
郎
踊
り
保

存
会
」を
設
立
し
、
初
代
保
存
会
会
長
と

し
て
平
成
24
年
ま
で
の
27
年
間
、
郷
土
芸

能
の
保
存
、
継
承
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
も
相
談
役
と
し
て
踊
り
の
指
導
に
取

り
組
ま
れ
、
太
郎
踊
り
の
伝
承
に
56
年
以

上
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

功
労
賞（
芸
術
部
門
）

上
かみ

石
いし

治
はる

行
ゆき

 さん

功
労
賞（
体
育
部
門
）

道
どう

久
きゅう

風
ふう

花
か

さん渋
しぶ

田
た

姫
ひ

彩
いろ

さん

三
股
中
学
校
在
学
。
令
和
７
年
第
19
回

全
国
中
学
生
少
林
寺
拳
法
大
会　
女
子
団

体
演
武
の
部
に
お
い
て
、
１
位（
文
部
科

学
大
臣
賞
）と
い
う
素
晴
ら
し
い
成
績
を

収
め
ら
れ
ま
し
た
。

柴
しば

田
た

す み れさん

平
成
26
年
１
月
か
ら
11
年
以
上
に
わ

た
る
民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
の
活

動
や
、
平
成
27
年
７
月
に
設
立
し
た
高
齢

者
サ
ロ
ン
の
活
動
を
通
し
て
、
地
域
の
高

齢
者
の
居
場
所
・
生
き
が
い
づ
く
り
に

努
め
ら
れ
、
地
域
福
祉
の
向
上
に
多
大
な

貢
献
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
み
ま

た
ん
宅
食
ど
う
ぞ
便
」の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
健
康
づ
く
り
推
進
員
、
食
生
活
向
上
員

の
活
動
に
も
従
事
さ
れ
、
地
域
住
民
の
健

康
増
進
や
食
育
推
進
に
も
大
き
く
寄
与

さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
文
化
振
興
や
長

田
地
区
の
過
疎
対
策
な
ど
、
多
岐
に
わ
た

る
地
域
課
題
に
対
し
、
献
身
的
に
取
り
組

ま
れ
ま
し
た
。

善
行
賞

尾
お

山
やま

明
めい

子
こ

 さん

功績をたたえて
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私
に
と
っ
て
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

は
と
て
も
大
切
で
す
。
自
分
の
体

を
ケ
ア
し
な
い
と
ど
う
な
る
か
、

人
生
を
通
し
て
目
の
当
た
り
に
し

て
き
ま
し
た
。
健
康
で
あ
れ
ば
、

高
齢
者
、
障
害
の
あ
る
友
人
や
家

族
、
そ
し
て
地
域
の
人
た
ち
を
よ

り
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

最
近
は
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム

で
こ
れ
ま
で
よ
り
重
い
重
量
を
持

ち
上
げ
る
た
め
に
、
い
つ
も
よ
り

厳
し
い
食
事
制
限
を
し
て
い
ま

す
。
春
に
は
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン

グ
の
大
会
に
出
場
し
た
い
と
思
っ

て
い
る
の
で
、
今
が
新
し
い
ル
ー

テ
ィ
ン
を
取
り
入
れ
る
絶
好
の
時

期
で
す
。

パ
ン
や
パ
ス
タ
の
代
わ
り
に
、

週
に
３
、４
回
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

の
日
だ
け
ジ
ャ
ガ
イ
モ
か
ご
飯
を

食
べ
て
い
ま
す
。
お
か
げ
で
、
よ

り
重
い
重
量
を
持
ち
上
げ
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
、
筋
肉
も
つ
き
、
体

脂
肪
も
大
幅
に
減
り
ま
し
た
。

パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
の
よ
う

な
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
や
筋
力
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
に
は
、
健
康
に
と
っ
て
多

く
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

地域おこし協力隊通信 vol.69

山
下
恭
子

人
間
が
造
り
し
ビ
ル
は
崩
れ
て
も
ト
ル
コ
の
土
地
に
ヒ
マ
ワ
リ
は
咲
く

隣
室
は
ラ
ジ
オ
聴
く
ら
し
二
人
居
の
そ
れ
ぞ
れ
別
の
秋
の
夜
長
を

[

短
歌]

 

◆◆
◆◆
◆◆  

三
股
短
歌
会 

◆◆
◆◆
◆◆

【

】
や
っ
と
秋
め
い
て
き
て
、
隣
室
は
ラ
ジ
オ
を
聞
き
な
が
ら
、
趣
味

の
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
を
楽
し
む
妻
。
私
は
ウ
ク
レ
レ
や
作
歌
、
読
書

に
秋
の
夜
長
を
ゆ
っ
た
り
と
過
ご
し
て
い
ま
す
。

322

山
口
勝
己

ト
ル
コ
・
シ
リ
ア
地
震
か
ら
４
カ
月
後
に
ト
ル
コ
を
取
材
さ
れ
た

記
事
が
、
写
真
と
共
に
雑
誌
に
載
っ
て
い
ま
し
た
。
倒
壊
し
た
現

場
で
、
が
れ
き
の
下
か
ら
ヒ
マ
ワ
リ
が
咲
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の

記
事
を
読
ん
で
自
然
の
力
強
さ
を
感
じ
ま
し
た
。「
自
然
界
の
営
み

は
途
絶
え
る
こ
と
が
な
い
」
と
書
か
れ
て
あ
り
ま
し
た
。
人
間
は

も
っ
と
自
然
に
対
し
て
謙
虚
に
な
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
し
た
。

外国語指導助手のコーナー

今月の表紙

『伝 統』

ジャンカン馬踊り
（ふるさとまつりにて）

本町では13もの伝統芸能が今
に伝えられています。「さぁ、伝統
芸能を新たに生み出しましょう」と
いっても、すぐに叶うことではあり
ません。何かのきっかけで生まれ、
それぞれの地域で大切に継承され
続け、初めて「伝統」を冠する芸能
となるからです。「今という未来に、
つないでくれた人たちがいる」。先
人たちの営みに思いを寄せること
で、伝統芸能の新たな魅力に気付
くことができるかもしれません。

　　
　
　C U L T U R E

L I B R A R Y

三股町立
文化会館
〒889─1901 三股町大字樺山3404─2
TEL.51-3462 FAX.51-3561

劇団ヒロシ軍メンバー

三股町総合文化施設
文化会館側

三股町立
図 書 館
〒889─1901 三股町大字樺山3406─8
TEL.51-3200　FAX.51-3751

中
学
２
年
生　

今い
ま

村む
ら

希き

桜お

さ
ん
（
三
股
中
）

「
平
和
な
未
来
に
思
い
を
つ
な
ぐ
」

【
読
書
感
想
画
の
部
】

未
就
学 

は
ら
ぐ
ち
す
み
れ 

さ
ん
（
三
股
中
央
保
育
園
）

「
ね
こ
の
ピ
ー
ト
」

小
学
１
年
生　

楠く
す

原は
ら

絢あ
や

翔と

さ
ん
（
三
股
西
小
）

「
ど
ろ
ん
こ
遊
び
楽
し
い
ね
」

小
学
２
年
生　

別べ
つ

納の
う

羽は

琉る

多た

さ
ん
（
梶
山
小
）

　
　
　
　
　
「
ガ
ブ
ッ
!!
た
べ
ち
ゃ
っ
た
」

小
学
３
年
生　

森も
り　

珊さ
ん

期ご

さ
ん
（
梶
山
小
）

　
　
　
　
　
「
雪
女
が
出
た
！
」

小
学
４
年
生　

内う
ち

窪く
ぼ

健た
け

仁ひ
と

さ
ん
（
三
股
小
）

　
　
　
　
　
「
魅
力
ば
く
は
つ
岡
本
太
郎
」

小
学
５
年
生　

加か

藤と
う　

華は
な

さ
ん
（
梶
山
小
）

　
　
　
　
「
ぼ
く
の
大
好
き
い
っ
ぱ
い
だ
！
」

小
学
６
年
生　

大お
お

塚つ
か

空ら

愛ら

さ
ん
（
梶
山
小
）

「
お
お
か
み
く
ん
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
～
！
」

年
末
年
始
休
館
の
お
知
ら
せ

次
の
期
間
、
図
書
館
は
休
館
し
ま
す
。
本

の
返
却
は
、
北
側
返
本
ポ
ス
ト
を
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

12
月
28
日（
日
）～
令
和
８
年
１
月
５
日（
月
）

◆�

休
館
案
内（
25
㌻
く
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
）

　

10
月
10
日（
金
）、
三
股
小
学
校
を
訪
問
し
、

２
年
生
に
図
書
館
の
仕
事
や
役
割
に
つ
い
て

説
明
を
行
い
ま
し
た
。
は
じ
め
に
「
し
ろ
く

ま
の
パ
ン
ツ
」
な
ど
大
型
絵
本
３
冊
を
読
み

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
声
を
出
し
な
が

ら
絵
本
を
鑑
賞
。
次
に
、
図
書
館
の
紹
介
や

業
務
内
容
に
つ
い
て
、
館
内
の
写
真
や
利
用

状
況
の
資
料
を
見
せ
な
が
ら
説
明
し
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
メ
モ
を
取
り
な
が
ら

真
剣
に
職
員
の
話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

読
書
感
想
文
感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者

読
書
感
想
文
・
感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル
に
応
募

の
あ
っ
た
３
４
６
点
の
中
か
ら
、
入
賞
作
品
74

点
が
決
定
し
ま
し
た
。
本
を
読
ん
で
思
っ
た

こ
と
、
考
え
た
こ
と
が
、
感
想
文
や
感
想
画
で

の
び
の
び
と
表
現
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

最
優
秀
賞
受
賞
者
を
紹
介
し
ま
す
。

【
読
書
感
想
文
の
部
】

小
学
５
年
生　

上う
え

原は
ら 　

旭
あ
さ
ひ

さ
ん
（
三
股
小
）

「
先
生
と
老
犬
と
僕
」
を
読
ん
で

耐
震
工
事
期
間
中
の
ホ
ー
ル
利
用
に
つ
い
て

町
立
文
化
会
館
は
７
月
～
令
和
８
年
３
月

の
期
間
、
天
井
耐
震
工
事
の
た
め
、
ホ
ー
ル

の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。
な
お
、
次
の
施
設

利
用
貸
出
の
受
付
は
、
行
っ
て
い
ま
す
。

①�【
令
和
７
年
度
分
の
会
議
室
・
練
習
室
の
利

用
貸
出
】
利
用
日
の
３
カ
月
前
か
ら
前
日

ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

②�【
令
和
８
年
度
分
の
ホ
ー
ル
利
用
貸
出
】利

用
日
の
１
年
前
の
同
日
か
ら
２
週
間
前
ま

で
受
け
付
け
ま
す
（
休
館
日
と
重
な
っ
た

場
合
は
次
の
日
）。

※�

電
話
で
の
事
前
予
約
は
受
け
付
け
て
い
ま

せ
ん
。

北
側
玄
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い

現
在
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
の
天
井
耐
震
工
事

の
た
め「
南
側
正
面
玄
関
」は
封
鎖
し
て
い
ま

す
。
施
設
利
用
な
ど
で
文
化
会
館
へ
訪
問
す

る
際
は
、
北
側
玄
関
か
ら
入
館

し
て
く
だ
さ
い
。

図書館ってどんなところ？
三股小学校訪問の様子

町文化祭で
読書感想文感想画入賞作品展示

長
崎
の
演
劇
を
味
わ
お
う
、
演
劇
物
産
展

１
月
11
日
（
日
）～
12
日
（
月
・
祝
）、
み
ま

た
演
劇
物
産
展
２
０
２
６
・
冬
「
Ｈ
．
Ｍ
．
Ｓ
．

Ｂ
．
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
～
引
く
て
数
多
に
な
り
た
く

て
、
三
股
２
０
２
６
～
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
全

国
各
地
の
演
劇
を
、
三
股
の
町
で
味
わ
お
う

と
い
う
「
み
ま
た
演
劇
物
産
展
」。
こ
れ
ま
で

に
さ
ま
ざ
ま
な
劇
団
が
や
っ
て
来
ま
し
た
。

今
回
は
、
長
崎
県
諫
早
市
を
拠
点
に
活
躍

す
る
「
劇
団
ヒ
ロ
シ
軍
」。
２
０
０
７
年
に
結

成
さ
れ
た
、「
青
春
」「
情
熱
」「
衝
撃
」を
モ
ッ

ト
ー
に
「
爽
快
な
バ
ッ
ド
エ
ン
ド
と
大
き
な

愛
」
が
持
ち
味
の
劇
団
で
す
。

内
容
は
、
ヒ
ー
ロ
ー
物
語
「
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
ナ
ッ
ク
ル
シ
リ
ー
ズ
」や「
な
が
れ
ぼ
し
や

さ
ん
」
な
ど
の
、
シ
ョ
ー
ト
演
劇
や
コ
ン
ト

の
詰
め
合
わ
せ
の
90
分
。
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
気
軽
に
笑
っ
て
楽
し
め
る
、
劇
団
ヒ
ロ

シ
軍
を
存
分
に
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。

会
場
は
、
Ｊ
Ｒ
三
股
駅
多
目
的
ホ
ー
ル

「
Ｍ
★
う
ぃ
ん
ぐ
」
で
す
。

図
書
館
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
？

三
股
小
学
校
を
訪
問
し
ま
し
た

わたしたち協力隊の活動の

ようすをお伝えします！

令和７年最後の月です。皆さんはどんな1年になりましたか？ 今

年、私はダイエットするつもりでしたが、結局三股町にある美味しい

ものをたくさん食べ、失敗しました…たたきや地鶏の味は格別です

ね!! ほかにも美味しい食べ物がありましたらぜひ教えてください。

今回、韓国ソウルで日韓交流の大きなイベントがありました。た

くさんの宮崎県出身者に会うことができ、ほかの自治体の皆さんに

も三股町のＰＲができました。三股町のことを覚えてもらうために

マキシマムの小袋を持って行き、ＰＲ用として作成したＴシャツを

着て挑みました。話のきっかけを作ることもでき、宮崎県や三股町

を知らない人に対して、その魅力を知ってもらえる機会を作ること

ができて良かったです。

また来年も活動を通してたくさんの人にお会いできるのを楽しみ

にしています。今年もありがとうございました。

「韓国のイベントで
三股町をPRしてきました！」

地域おこし協力隊 趙
ジョ

 昇
ス ン フ

厚さん

Instagramはコチラ

연말연시(ヨンマル ヨルシ＝年末年始）

「フィットネス！」

リュツ・カリッサ

写真は韓国イベントの徳島県ブースで、マスコット
キャラクター “すだちくん”と撮影しました。
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Topics

今
年
も
盛
大
に
開
催
！

第
33
回
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

ＭＩＭＡＴＡ ＴＯＷＮ＇Ｓ ＴＯＰＩＣＳＭＩＭＡＴＡ ＴＯＷＮ＇Ｓ ＴＯＰＩＣＳ
題話のちま

Topics

交
通・地
域
安
全
へ
の
功
労
を
表
彰

安
全・安
心
み
や
こ
ん
じ
ょ
盆
地
大
会

三
股・都
城・曽
於・志
布
志

消
防
団
が
合
同
訓
練
を
実
施

10
月
19
日（
日
）、都
城
市
北
消

防
署
で
、「
大
規
模
災
害
対
応
消

防
団
員
養
成
事
業
」と
し
て
、
三

股
町
、都
城
市
、曽
於
市
、志
布
志

市
の
消
防
団
が
合
同
訓
練
を
実
施

し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、大
規
模
災
害
時
の
必

要
装
備
と
活
動
障
害
の
把
握
、安

全
管
理
や
開
口
部
作
成
方
法
な

ど
を
習
得
す
る
た
め
、消
防
局
職

員
指
導
の
も
と
で
行
わ
れ
た
訓

練
で
す
。

訓
練
に
は
、各
市
町
か
ら
60
人

以
上
の
消
防
団
員
が
参
加
。本
町

か
ら
も
正
副
団
長
の
ほ
か
８
人
の

団
員
が
参
加
し
、座
学
や
訓
練
を

通
し
て
大
規
模
災
害
発
生
時
の
対

応
を
学
び
ま
し
た
。

こ
の
３
市
１
町
は「
都
城
広
域

定
住
自
立
圏
構
想
」の
も
と
、
さ

ま
ざ
ま
な
事
務
事
業
で
連
携
し

て
い
ま
す
。

（
株
）ア
イ
モ
バ
イ
ル
に
感
謝
状

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
で
多
額
の
寄
付

10
月
10
日（
金
）、
町
役
場
で
、

「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
感
謝
状

贈
呈
式
」を
開
催
し
ま
し
た
。
今

回
、本
町
に
寄
付
を
行
っ
た
の
は
、

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト「
ふ
る
な
び
」を

運
営
す
る
株
式
会
社
ア
イ
モ
バ
イ

ル（
田た

中な
か

俊と
し

彦ひ
こ

会
長
、東
京
都
）で
、

木
佐
貫
町
長
が
感
謝
状
を
贈
呈
し

ま
し
た
。
同
社
は
、
町
が
地
域
再

生
計
画
で
掲
げ
る「
し
ご
と
を
元

気
に
し
、若
者
が
安
心
し
て
は
た

ら
け
る『
み
ま
た
』を
つ
く
る
」に

貢
献
し
た
い
と
、本
年
７
月
に
寄

付
を
行
い
ま
し
た
。

町
長
は「
寄
付
を
い
た
だ
き
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。企

業
版
も
含
め
て
、ふ
る
さ
と
納
税

を
通
じ
て
い
た
だ
い
た
寄
付
金

を
、
地
域
の
魅
力
化
、
活
性
化
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
」と
述
べ
、
感
謝
の
意
を
表
し

ま
し
た
。

三
股・都
城・曽
於
で
同
時
開
催

大
淀
川
流
域
の
清
掃
活
動

10
月
25
日（
土
）、「
第
12
回
大

淀
川
流
域
一
斉
ク
リ
ー
ン
ア
ッ

プ
」が
開
催
さ
れ
、
三
股
会
場
で

あ
る
早
馬
公
園
下
の
河
川
敷
で
清

掃
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
れ

は
、環
境
に
優
し
く
美
し
い
社
会

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
都
城
大
淀
川
サ
ミ
ッ
ト
が

開
催
し
た
も
の
で
す
。

当
日
は
、町
河
川
浄
化
等
推
進

員
、
学
生
、
企
業
や
町
職
員
な
ど

70
人
が
参
加
し
、河
川
敷
に
落
ち

て
い
た
ご
み
を
拾
い
ま
し
た
。ま

た
同
日
に
は
都
城
会
場
、曽
於
会

場
で
も
開
催
さ
れ
、大
淀
川
流
域

の
美
化
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
き
れ
い
だ
と
思
っ
て
ご
み
を
拾
い
始
め
ま
し
た
が
、

思
っ
て
い
た
よ
り
も
大
き
い
ご
み
が
あ
り
ま
し
た
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ご
み
も

落
ち
て
い
ま
し
た
。こ
れ
か

ら
も
、捨
て
ず
に
ち
ゃ
ん
と

持
ち
帰
る
よ
う
に
し
ま
す
」

木き

下し
た

蓮れ
ん

司じ

さ
ん

（
三
股
中
３
年
）

10
月
18
日（
土
）、都
城
市
ウ
エ

ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ
で
、「
安
全
・

安
心
み
や
こ
ん
じ
ょ
盆
地
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、交
通
・
地
域
安
全
に

功
労
の
あ
っ
た
個
人
や
団
体
を
表

彰
し
、安
全
で
安
心
な
住
み
よ
い

地
域
社
会
の
実
現
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

大
会
は
、主
催
者
代
表
の
池
田

宜
永
都
城
市
長
の
あ
い
さ
つ
に
始

ま
り
各
種
表
彰
が
行
わ
れ
た
ほ

か
、交
通
・
地
域
安
全
作
文
の
最

優
秀
賞
受
賞
者
に
よ
る
作
文
の
朗

読
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、会
場
で
は
交
通
・
地
域

安
全
作
文
入
賞
作
品
の
展
示
や
交

通
安
全
に
関
す
る
啓
発
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

今
回
表
彰
さ
れ
た
本
町
の
受
賞

者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

都
城
地
区
交
通
安
全
対
策
協
議
会

長
賞

【
交
通
安
全
功
労
者
】

米よ
ね

村む
ら

勝か
つ

男お

、福ふ
く

島し
ま

雅ま
さ

彦ひ
こ（
町
交
通

指
導
員
）

都
城
地
区
地
域
安
全
協
会
長
賞

【
地
域
安
全
功
労
者
】

新し
ん

城じ
ょ
う

孝こ
う

一い
ち（

三
股
小
み
ま
も
り

隊
）、森も

り

山や
ま

文ふ
み

雄お

、川か
わ

根ね

劭た
か

志し

、笠か
さ

野の

孝た
か
し

、日ひ

髙だ
か

賀か

世よ

子こ

（
町
青
少
年

指
導
員
連
絡
協
議
会
）

【
地
域
安
全
功
労
団
体
】

長
田
小
学
校
み
ま
も
り
た
い（
中な

か

原は
ら

一か
ず

男お

代
表
）

（
敬
称
略
）

11
月
８
日（
土
）、町
ふ
れ
あ
い

中
央
広
場
を
メ
イ
ン
会
場
と
し
て

「
第
33
回
三
股
町
ふ
る
さ
と
ま
つ

り
」が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
人
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、地
場
産
業
や
文
化
の

発
展
な
ど
を
目
的
に
、町
や
町
商

工
会
、Ｊ
Ａ
み
や
ざ
き
都
城
地
区

本
部
三
股
支
店
、各
種
民
主
団
体

な
ど
で
構
成
さ
れ
る「
ふ
る
さ
と

ま
つ
り
実
行
委
員
会
」（
廣ひ

ろ

瀨せ

𠮷よ
し

弘ひ
ろ

会
長
）が
企
画
し
た
も
の
で
す
。

メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
町
内
保

育
園
の
園
児
な
ど
に
よ
る
ダ
ン
ス

や
、中
米
ジ
ャ
ン
カ
ン
馬
踊
り
な

ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

町
の
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
じ
ゃ

ん
か
ん
君
」の
お
披
露
目
や
、
イ

タ
リ
ア
ン
シ
ェ
フ
大
田
勇
樹
さ
ん

の「
み
ま
た
ふ
る
さ
と
大
使
」委
嘱

状
交
付
式
も
行
い
ま
し
た
。

サ
ブ
会
場
で
は「
Ｒ
ｅ
．温
故

知
新
フ
ェ
ス
」を
開
催
。
大
衆
酒

場
、ス
テ
ー
ジ
、腕
相
撲
、ス
タ
ー

を
探
す「
み
ま
た
ん
ゴ
ッ
ト
タ
レ

ン
ト
」、パ
ン
ス
ト
相
撲
、軽
ト
ラ

の
ど
自
慢
大
会
な
ど
、さ
ま
ざ
ま

な
企
画
を
行
い
ま
し
た
。

会
場
は
来
場
者
の
熱
気
で
終

始
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
ま

し
た
。

８
日（
土
）、９
日（
日
）に
は
町

体
育
館
で「
三
股
町
文
化
祭
」も

開
催
。個
人
や
団
体
に
よ
る
書
道

や
絵
画
な
ど
の
力
作
を
展
示
し

ま
し
た
。

ふるさと大使に就任したイタリアンシェフの大
おお

田
た

勇
ゆう

樹
き

さん

「パンスト相撲」
（Re.温故知新フェス＠サブ会場）

「L
ランド

and C
セル

ell.」司会を務めた橋
はし

口
ぐち

　淳
じゅん

子
こ

さん（左）
　　　　　　有

あり

満
みつ

　祐
ゆう

太
た

朗
ろう

さん（右）

「門
かど　まつ

松さおり・門
かど　まつ　ひろ　こ

松弘子」

「町商工会女性部」

町PRキャラクター「じゃんかん君」のお披露目ステージ前には大勢の観客が

「町文化協会」
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せら知おせら知お  

届け出はこちらから

九
州
ろ
う
き
ん
都
城
支
店

☎
23
－
２
２
５
７

相
談
は
無
料
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

●��

Ｄ
Ｖ
相
談
ナ
ビ　
☎
＃
８
０
０
８

●��

宮
崎
県
女
性
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　
☎
０
９
８
５
－
22
－
３
８
５
８

●�

警
察
安
全
相
談
室　
☎
＃
９
１
１
０

●�

県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
相
談
室

　
☎
０
９
８
５
－
60
－
１
８
２
２

●�

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン（
法
務
省
）

　
☎
０
５
７
０
－
０
７
０
－
８
１
０

●��

性
暴
力
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　
さ
ぽ
ー
と
ね
っ
と
宮
崎

　
☎
０
９
８
５
－
38
－
８
３
０
０

●�

町
女
性
相
談
所　
☎
52
－
０
９
９
９

●�

町
役
場
総
務
課
行
政
係

　
☎
52
－
１
１
１
２

※�

緊
急
時
は
迷
わ
ず
１
１
０
番
へ

10
月
１
日
か
ら
10
月
31
日
ま
で

社
会
福
祉
法
人
三
股
町
社
会
福
祉
協
議
会

●
忌
明
寄
付

●
一
般
寄
付
…
…
…
…
…
…
…
…
…
な
し

※�

ボ
ッ
チ
ャ
競
技
は
、
身
体
障
が
い
者

（
肢
体
不
自
由
）で
、車
椅
子
・
立
位
の

み
の
競
技
と
な
り
ま
す
。

●
申
込
期
限
＝
令
和
８
年
１
月
23
日（
金
）

●
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
＝

福
祉
課 

社
会
福
祉
係

☎
52
－
９
０
６
１

　
「
み
や
ざ
き
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
／
サ
ポ
ス
テ
・
プ
ラ
ス
」（
以
下

サ
ポ
ス
テ
）で
は
、
就
職
に
向
け
て
の
不

安
や
悩
み
に
関
す
る
個
別
相
談
、
適
職
診

断
、
面
接
対
策
、
職
場
見
学
・
体
験
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

●�

対
象
＝
現
在
、
仕
事
に
就
い
て
お
ら

ず
、
就
職
を
目
指
す
15
歳
～
49
歳
ま
で

の
人
と
そ
の
家
族
。

●�

時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
４
時（
土
曜
、

日
曜
、祝
日
、年
末
年
始
を
除
く
）

　
※
相
談
は
１
人
約
45
分
、予
約
制

●�

場
所
＝
サ
ポ
ス
テ 

サ
テ
ラ
イ
ト
都
城

（
都
城
市
東
町
４
街
区
30
号
） 

●�

そ
の
他
＝
町
内
の
公
共
施
設
な
ど
へ
出

張
相
談
も
で
き
ま
す
。

●�

お
問
い
合
わ
せ
＝
み
や
ざ
き
若
者
サ

ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
／
サ
ポ
ス
テ
・

プ
ラ
ス　
サ
テ
ラ
イ
ト
都
城

☎
36
－
６
５
１
０

介
護
の
資
格
な
ど
を
持
つ
人
は
、
届
け

出
る
と
求
職
活
動
の
支
援
の
ほ
か
福
祉

の
仕
事
に
関
す
る
最
新
情
報
の
提
供
、
資

格
取
得
や
研
修
な
ど
に
関
す
る
情
報
の
提

供
な
ど
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な

お
、
介
護
福
祉
士
の
人
は
、
法
律
に
よ
り

離
職
し
た
際
に
届
け
出
る
こ
と
が
努
力
義

務
に
な
っ
て
い
ま
す
。

●�

対
象
の
資
格
な
ど
＝
介
護
福
祉
士
、
介

護
職
員
初
任
者
研
修
、
介
護
福
祉
士
実

務
者
研
修
、
旧
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成

研
修
１
級
・
２
級
、
旧
介
護
職
員
基
礎

研
修
、
生
活
援
助
従
事
者
研
修
、
介
護

の
入
門
的
研
修
で
す
。

二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
簡

単
に
届
け
出
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
＝

県
社
会
福
祉
協
議
会

県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー　

☎
０
９
８
５
－
32
－
９
７
４
０

町
は
九
州
労
働
金
庫（
九
州
ろ
う
き
ん
）

と
提
携
し
、
義
務
教
育
終
了
後
の
教
育
資

金
と
し
て
、
次
の
条
件
を
満
た
す
人
へ
融

資
を
し
て
い
ま
す
。

●�

対
象
者
＝
町
内
在
住
で
、
子
ど
も
が
中

学
校
、
高
校
、
専
門
学
校
、
短
大
や
大

学
な
ど
に
進
学
ま
た
は
在
学
し
て
い

る
、
年
間
所
得
金
額
が
９
０
０
万
円
以

下
の
人

●�

条
件
＝
完
済
時
の
年
齢
が
81
歳
未
満
で

町
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

●
融
資
額
＝
３
０
０
万
円
以
内

●�

返
済
期
間
＝
15
年
以
内（
最
長
４
年
の

元
金
据
え
置
き
期
間
を
含
み
ま
す
）

●
金
利
＝
年
１・６
％
（
保
証
料
別
）

●
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
＝

町
教
育
委
員
会
で
は
、
小
学
生
を
対
象

に
放
課
後
に
お
け
る
子
ど
も
た
ち
の
安
全

安
心
な
居
場
所
を
確
保
し
、
学
習
、
体
験

や
交
流
活
動
な
ど
を
行
う
放
課
後
子
ど
も

教
室
で
、
令
和
８
年
６
月
か
ら
働
く
人
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

●
募
集
す
る
内
容
＝

①
教
育
活
動
推
進
員
…
…
…
…
…
若
干
名

　
各
教
室
の
主
任
と
し
て
教
室
を
運
営
。

②
教
育
活
動
サ
ポ
ー
タ
ー
…
…
…
若
干
名

　
各
教
室
の
主
任
の
補
助
。

●�

応
募
条
件
＝
年
齢
不
問
。
子
ど
も
の
指

導
が
で
き
、
一
緒
に
活
動
す
る
体
力
が

あ
る
こ
と
。

●
業
務
内
容
＝

①�

教
育
活
動
推
進
員
…
子
ど
も
の
安
全
管

理
、
年
間
・
月
間
計
画
の
作
成
、
地
域

へ
の
協
力
依
頼
な
ど
。

②�

教
育
活
動
サ
ポ
ー
タ
ー
…
教
育
活
動
推

進
員
の
補
助
業
務
。

●
勤
務
地
＝
町
内
各
放
課
後
子
ど
も
教
室

●
勤
務
条
件
な
ど
＝

①
教
育
活
動
推
進
員
の
勤
務
時
間

・�

令
和
８
年
６
月
～
令
和
９
年
３
月
中
旬

の
学
校
実
施
日（
週
２
日
、
午
後
２
時

～
５
時
ま
た
は
５
時
30
分
）

※�
開
始
時
刻
は
小
学
校
の
授
業
時
間
な

ど
に
よ
り
前
後
す
る
場
合
が
あ
り
、
終

了
時
刻
は
各
教
室
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
。

・�

夏
季
休
業
日
、
週
２
日
、
午
前
９
時
～

正
午

・�

右
記
の
時
間
以
外
に
、
情
報
共
有
の
た

め
の
会
議
、保
護
者
説
明
会（
５
月
中
）

や
研
修
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

②�

教
育
活
動
サ
ポ
ー
タ
ー
の
勤
務
時
間
…

教
育
活
動
推
進
員
に
同
じ（
た
だ
し
、

各
教
育
活
動
推
進
員
の
情
報
共
有
の
た

め
の
会
議
は
除
き
ま
す
）。

●
給
与
な
ど
＝

①
教
育
活
動
推
進
員
＝

　
１
時
間
当
た
り
…
…
…
…
１
５
０
０
円

②
教
育
活
動
サ
ポ
ー
タ
ー
＝

　
１
時
間
当
た
り
…
…
…
…
１
０
２
３
円

　
令
和
７
年
度（
参
考
）

●�

そ
の
他
＝
推
進
員
、
サ
ポ
ー
タ
ー
と
も

町
教
育
委
員
会
が
運
営
を
委
託
す
る

事
業
者
で
の
雇
用
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
採
用
に
当
た
っ
て
は
面
接
を
行
い

ま
す
。

●
応
募
・
お
問
い
合
わ
せ
＝

教
育
課　
生
涯
学
習
係

☎
52
－
９
３
１
１

  

放
送
大
学
で
は
、
令
和
８
年
４
月
入
学

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。心
理
学
・
福
祉
・

経
済
・
歴
史
・
文
学
・
情
報
・
自
然
科

学
な
ど
、
３
０
０
以
上
の
授
業
科
目
が
あ

り
、
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
１
科

目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
出
願
期
間
＝

【
第
１
回
】�11
月
26
日（
水
）～

　
　
　
　

令
和
８
年
２
月
27
日（
金
）

【
第
２
回
】�令
和
８
年
２
月
28
日（
土
）～

　
　
　
　

３
月
16
日（
月
）

●�

資
料
請
求（
無
料
）・
お
問
い
合
わ
せ
＝

放
送
大
学
宮
崎
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
８
２
－
53
－
１
８
９
３

愛
の
ご
寄
付

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
障
が
い
に
対
す
る

県
民
の
理
解
を
深
め
、
障
が
い
者
の
社
会

参
加
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に「
宮
崎

県
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」を
開
催
し

ま
す
。
初
心
者
で
も
出
場
で
き
る
、
さ
ま

ざ
ま
な
競
技
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

●
開
催
期
日
＝
令
和
８
年
５
月
10
日（
日
）

●�

開
催
場
所
＝
ひ
な
た
宮
崎
県
総
合
運
動

公
園
、KU

RO
KIRI STAD

IU
M

ほ
か

●�

参
加
資
格
＝
県
内
に
住
み
、
13
歳
以
上

（
令
和
８
年
４
月
１
日
現
在
）の
人
で
、

次
の
要
件
を
満
た
す
人
。

①�

身
体
の
部
…
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付

を
受
け
て
い
る
人
。

②�

知
的
の
部
…
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
人
、
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
障

害
が
あ
る
人
。

③�

精
神
の
部
…
精
神
保
健
福
祉
手
帳
の
交

付
を
受
け
て
い
る
人
、
ま
た
は
こ
れ
に

準
ず
る
障
害
が
あ
る
人
。

●
開
催
競
技
＝

寄
付
者

続
柄

故
人
名
年
齢

地
区

金
額

桑く
わ

畑は
た

芳よ
し

江え

夫
桑く

わ
畑は

た
喜よ

し
臣と

み

85

寺
柱

10
万
円

新し
ん

森も
り

和か
ず

子こ

夫
新し

ん
森も

り
久ひ

さ
男お

75
東
植
木
3
万
円

指い
ぶ

宿す
き

廣ひ
ろ

子こ

義
弟
指い

ぶ
宿す

き
峰み

ね
規き

68

上
新

3
万
円

内う
ち

田だ

つ
ゆ
子こ

夫
内う

ち
田だ
政ま

さ
治は

る

80

蓼
池

3
万
円

小こ

牧ま
き

み
ち
子こ

夫
小こ
牧ま

き
数か

ず
弘ひ

ろ

82

梶
山

3
万
円

木き

野の

田だ

毅た
け
し

父
木き
野の
田だ
保や

す
生お

95

東
原

3
万
円

配
偶
者
や
恋
人
な
ど
か
ら
の

暴
力
に
関
す
る
相
談
窓
口

年　
末

【
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
収
集
最
終
日
】

●
燃
え
る
ご
み
＝
12
月
30
日（
火
）

●
燃
え
な
い
ご
み
＝
12
月
25
日（
木
）

●
資
源
ご
み（
空
き
缶・瓶
）＝
12
月
18
日（
木
）

●�

資
源
ご
み（
白
色
ト
レ
イ
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
）

＝
12
月
11
日（
木
）

※�

①
き
ち
ん
と
分
別
し
て
②
指
定
ご
み
袋

に
入
れ
て
③
収
集
日
の
午
前
８
時
ま
で

に
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し
て
く
だ

さ
い
。
収
集
最
終
日
以
降
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
ご
み
処
理
施
設
に
直
接
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

【
個
人
に
よ
る
搬
入
最
終
日
】

●
日
時
＝
12
月
30
日（
火
）ま
で

　
午
前
８
時
30
分
～
正
午
、

　
午
後
１
時
～
４
時
30
分

燃
え
る
ご
み

●
場
所
＝
都
城
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

●
手
数
料
＝
50
㌕
ご
と
に
２
５
０
円

燃
え
な
い
ご
み
・
資
源
ご
み

●
場
所
＝
都
城
市
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

●
手
数
料
＝
３
０
０
㌕
以
下
無
料
。
超
え

る
場
合
は
20
㌕
ご
と
に
１
１
０
円

埋
め
立
て
ご
み
・
燃
え
な
い
ご
み
・
資
源

ご
み
、危
険
ご
み

●�

場
所
＝
町
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場

●�

手
数
料
＝
３
０
０
㌕
以
下
無
料
。
超
え

る
場
合
は
20
㌕
ご
と
に
１
０
０
円

※�

各
施
設
と
も
年
末
は
特
に
混
雑
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
事
前
に
分
別
を
し
っ
か
り

行
っ
て
、
円
滑
な
ご
み
処
理
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

年
始（
令
和
８
年
）

【
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
収
集
開
始
日
】

●
燃
え
る
ご
み
＝
１
月
５
日（
月
）

●
燃
え
な
い
ご
み
＝
１
月
22
日（
木
）

●
資
源
ご
み（
空
き
缶・瓶
）＝
１
月
15
日（
木
）

●�

資
源
ご
み（
白
色
ト
レ
イ
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
）

＝
１
月
８
日（
木
）

【
個
人
に
よ
る
搬
入
開
始
日
】

燃
え
る
ご
み

●
場
所
＝
都
城
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　
※
１
月
４
日（
日
）か
ら

燃
え
な
い
ご
み
・
資
源
ご
み

●
場
所
＝
都
城
市
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

　
※
１
月
４
日（
日
）か
ら

埋
め
立
て
ご
み
・
燃
え
な
い
ご
み
・
資
源

ご
み
、危
険
ご
み

●
場
所
＝
町
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場

※
１
月
５
日（
月
）か
ら

●
お
問
い
合
わ
せ
＝

環
境
水
道
課　
環
境
保
全
係

☎
52
－
９
０
８
２

都
城
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

☎
45
－
６
６
７
７

都
城
市
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

☎
36
－
３
９
０
０

一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場

☎
52
－
５
４
２
４

※�

可
燃
性
粗
大
ご
み
は
都
城
市
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
へ
、
不
燃
性
粗
大
ご
み
は
都

城
市
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
ま
た
は
町
一

般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
へ
直
接
お
持
ち

く
だ
さ
い
。
な
お
、
タ
イ
ヤ
や
テ
レ
ビ

な
ど
、
受
け
入
れ
で
き
な
い
ご
み
も
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

年
末
年
始
の
ご
み
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

開催競技
競技種目 身体の部 知的の部 精神の部

県・全
国
大
会
実
施
競
技

陸上競技 ○ ○
水泳 ○ ○

アーチェリー ○
卓球 ○ ○ ○

フライングディスク ○ ○
ボッチャ ○
ボウリング ○
バレーボール ○

県
大
会
の
み

ミニバレーボール ○

グラウンド・ゴルフ ○

放
課
後
子
ど
も
教
室
で
働
く
人

を
募
集
し
ま
す

放
送
大
学
に
入
学
し
ま
せ
ん
か

第
25
回
宮
崎
県
障
が
い
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
の
出
場
者
を
募
集

し
ま
す

あ
な
た
の「
働
く
」を
応
援
し

ま
す（
相
談
無
料
）

「
介
護
の
資
格
届
出
制
度
」を

活
用
く
だ
さ
い

町
提
携
教
育
ロ
ー
ン
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祉福と健保　祉福と健保

児
童
館
へ
の
迎
え　
な
ど

●
利
用
料
金
＝

※
助
成
後
の
料
金
を
表
記
し
て
い
ま
す
。

　
一
時
的
な
託
児
や
保
育
施
設
へ
の
送
迎

な
ど
、
困
っ
て
い
る
お
父
さ
ん
や
お
母
さ

ん
の
育
児
の
お
手
伝
い
を
し
て
く
れ
る
人

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
時
間
、
預
か
る
子

ど
も
の
年
齢
な
ど
、
活
動
内
容
は
選
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。
講
習
会
で
基
本
的
な
知

識
を
身
に
付
け
て
か
ら
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
活
動
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
日
時
＝

　
２
月
18
日（
水
）…
午
前
８
時
40
分
～

　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
３
時
30
分

　
19
日（
木
）…
午
前
８
時
50
分
～
11
時

●
場
所
＝
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
「
元
気
の
杜
」

●�

内
容
＝
保
健
師
、
小
児
科
医
、
臨
床
心

理
士
、
管
理
栄
養
士
、
保
育
士
、
消
防

士
に
よ
る
講
習

●
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
＝

　

�

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

た
ん
ぽ
ぽ

　
☎
51
－
５
６
８
８

※�

短
時
間
に
分
け
た
受
講
や
託
児
希
望
は

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

時
間
外
の
場
合
は
、
留
守
番
電
話
に
名

前
と
電
話
番
号
を
残
し
て
く
だ
さ
い
。

●
期
日
＝
１
月
８
日（
木
）

●
受
付
時
間
＝
午
後
１
時
～
１
時
30
分

●
対
象
者
＝
令
和
６
年
12
月
生
ま
れ
、

　
　
　
　
　
令
和
７
年
６
月
、10
月
生
ま
れ

●
持
っ
て
く
る
も
の
＝
母
子
健
康
手
帳

　
（�

お
っ
ぱ
い
相
談
希
望
者
は
タ
オ
ル
３
枚

程
度
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

※�

希
望
者
に
は
、
お
っ
ぱ
い
相
談
や
栄
養

相
談
を
実
施
し
ま
す
。

●
期
日
＝
12
月
25
日（
木
）

●
受
付
時
間
＝
午
後
１
時
～
１
時
30
分

●
対
象
者
＝
令
和
４
年
５
～
６
月
生
ま
れ

●�

持
っ
て
く
る
も
の
＝
母
子
健
康
手
帳
、

ア
ン
ケ
ー
ト
、検
尿

※�

内
科
と
歯
科
の
診
察
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
希
望
者
に
は
、
心
理
相
談
、こ
と
ば

の
相
談
、
栄
養
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
町
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
「
元
気
の
杜
」の
中
に
あ
り

ま
す
。
利
用
で
き
る
の
は
、
未
就
学
の
子

ど
も
と
保
護
者
で
、
保
護
者
同
伴
が
原
則

で
す
。
開
放
日
は
、
月
～
金
曜
の
午
前
９

時
～
正
午
と
、
午
後
１
時
～
３
時
で
、
開

み
」に
よ
る
ア
ロ
マ
、マ
ヤ
暦
、ベ
ビ
ー
・

キ
ッ
ズ
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
教
室
で
す
。

●
期
日
＝
12
月
25
日（
木
）

●
時
間
＝
午
前
10
時
～
11
時
30
分

●
定
員
＝
５
組

　
※
要
予
約

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
お
お
き
な
木
」に
よ
る
読
み
聞
か
せ
を

行
い
ま
す
。

●
期
日
＝
１
月
８
日（
木
）

●
時
間
＝
午
前
10
時
30
分
～
11
時

　
※
要
予
約

誕
生
日
の
お
友
達
を
み
ん
な
で
お
祝
い

し
ま
し
ょ
う
。

●
期
日
＝
１
月
13
日（
火
）

●
時
間
＝
午
前
10
時
～
11
時

　
※
誕
生
者
は
、要
予
約
。

当
セ
ン
タ
ー
は
ご
近
所
で
助
け
合
う
子

育
て
を
組
織
化
し
た
も
の
で
す
。

育
児
を
頑
張
り
す
ぎ
て
い
ま
せ
ん
か
？

地
域
の
人
に
甘
え
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

一

人
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は
気
軽
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

〈
現
在
行
っ
て
い
る
援
助
活
動
〉

用
事
や
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
い
と
き
の

子
ど
も
の
預
か
り
、
幼
稚
園
・
保
育
園
・

放
日
に
合
わ
せ
て
、
毎
月
楽
し
い
行
事
や

教
室
を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
町

社
会
福
祉
協
議
会
公
式
サ
イ
ト
で
も
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
。「
子
ど
も
と
遊
べ
る

場
所
を
探
し
て
い
る
」「
お
友
達
を
つ
く

り
た
い
」と
思
っ
て
い
る
保
護
者
は
、
ぜ

ひ
親
子
で
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

親
子
で
外
国
語
指
導
助
手
の
先
生
と
一

緒
に
英
語
に
慣
れ
親
し
み
な
が
ら
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

●
期
日
＝
毎
週
水
曜
日

●
時
間
＝
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

●
講
師
＝
ラ
イ
ト
・
デ
レ
ッ
ク
先
生　

　
※
要
予
約

笑
顔
を
運
ぶ
音
楽
団「
小
さ
な
音
楽
会
」

の
、
生
の
歌
と
演
奏
で
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
ま
し
ょ
う
。

●
期
日
＝
12
月
16
日（
火
）

●
時
間
＝
午
前
10
時
30
分
～

●
場
所
＝
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
「
元
気
の
杜
」大
会
議
室

　
※
要
予
約

双
子
を
含
む
４
人
の
子
ど
も
を
育
て
る

保
育
士
さ
ん
が
立
ち
上
げ
た
サ
ー
ク
ル
で

す
。
身
体
計
測
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を

楽
し
み
ま
す
。
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
を

一
緒
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

●
期
日
＝
12
月
18
日（
木
）

●
時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

子
育
て
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
は
ぐ
く

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ
　
　
　 

☎
52
－
８
１
０
１

赤
ち
ゃ
ん
健
診

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ
　
　
　
☎
52
－
８
４
８
１

子
ど
も

健
康
運
動
実
践
指
導
者
の
指
導
で
、
音

楽
に
あ
わ
せ
な
が
ら
ス
ト
レ
ッ
チ
や
歩
く

動
作
を
中
心
と
し
た
運
動
を
し
ま
す
。
運

動
を
始
め
る
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
期
日
＝
12
月
15
日（
月
）

●
時
間
＝
午
前
10
時
～
11
時

●�

持
っ
て
く
る
も
の
＝
室
内
用
シ
ュ
ー

ズ
、タ
オ
ル
、飲
み
物

●
場
所
＝
町
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

※�

動
き
や
す
い
格
好
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●�

次
の
①
～
③
に
該
当
す
る
人
は
検
診
費

用
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

①�

75
歳
以
上
の
人（
健
診
当
日
に
本
人
確

認
書
類
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
）

②�

生
活
保
護
世
帯
の
人（
福
祉
課
で
費
用

免
除
の
証
明
書
の
交
付
を
受
け
、
検
診

当
日
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

③�

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
対
象
の
人（
ク
ー
ポ

ン
券
と
本
人
確
認
書
類
を
検
診
当
日
に

お
持
ち
く
だ
さ
い
）

〈
集
団
検
診
〉

・
肺
が
ん
検
診（
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
）

●�

対
象
者
＝
40
歳
以
上（
生
年
月
日
が
昭

和
61
年
４
月
１
日
以
前
）

●�

検
査
内
容
＝
胸
部
エ
ッ
ク
ス
線
撮
影

（
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
）

●
日
程
＝
12
月
14
日（
日
）

　
※
今
年
度
最
終
日

●
個
人
負
担
金
＝
無
料

・
大
腸
が
ん
検
診

●�

対
象
者
＝
40
歳
以
上（
生
年
月
日
が
昭

和
61
年
４
月
１
日
以
前
）

●
検
査
内
容
＝
便
潜
血
検
査
２
日
法

●
便
提
出
日
＝
12
月
14
日（
日
）

　
※
今
年
度
最
終
日

●
個
人
負
担
金
＝
５
０
０
円

〈
個
別（
医
療
機
関
で
受
け
る
）検
診
〉

●�

受
診
機
関
＝
令
和
８
年
２
月
28
日（
土
）

ま
で

●�

実
施
医
療
機
関
＝
６
月
に
対
象
者
に
送

付
さ
れ
た「
け
ん
し
ん
の
案
内
」を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

医
療
機
関
に
予
約
を
し
て
か
ら
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

・
子
宮
が
ん
検
診

●�

対
象
者
＝
20
歳
以
上
の
和
暦
で
偶
数
年

生
ま
れ
の
女
性

●�

検
査
内
容
＝
子
宮
頸
部
の
細
胞
診
検
査

※�

子
宮
体
部
は
頸け
い
部ぶ

検
診
受
診
者
で
医
師

が
必
要
と
判
断
し
た
人

●
個
人
負
担
金
＝

　
頸
部
の
み
…
…
…
…
…
…
２
１
０
０
円

　
頸
部
＋
体
部
…
…
…
…
…
３
７
０
０
円

・
乳
が
ん
検
診

●�

対
象
者
＝
40
歳
以
上
の
和
暦
で
偶
数
年

生
ま
れ
の
女
性

●�

検
査
内
容
＝
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
、
超
音

波
検
査

●
個
人
負
担
金
＝
３
８
０
０
円

・
胃
が
ん
検
診（
バ
リ
ウ
ム
検
査
）

●
対
象
者
＝
40
歳
以
上

●
検
査
内
容
＝
胃
部
Ｘ
線
撮
影

●
個
人
負
担
金
＝
４
０
０
０
円

・
胃
が
ん
検
診（
胃
カ
メ
ラ
）

●
対
象
者
＝
40
歳
以
上
の
和
暦
で
偶
数
年

生
ま
れ
の
人

●
検
査
内
容
＝
胃
内
視
鏡
検
査

●
個
人
負
担
金
＝
４
３
０
０
円

高
齢
者
や
、
心
臓
・
肺
・
腎
臓
な
ど
の

慢
性
疾
患
の
あ
る
人
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
に
か
か
る
と
肺
炎
や
心
不
全
な
ど
を
併

発
し
て
重
症
化
す
る
こ
と
が
あ
り
、
特
に

注
意
が
必
要
で
す
。

●
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
の
た
め
に

①�

流
行
前
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け
ま

し
ょ
う
＝
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
高

齢
者
は
、
死
亡
の
危
険
性
が
約
５
分

の
１
に
、
入
院
の
危
険
性
が
約
３
分

の
１
〜
２
分
の
１
に
減
少
す
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

②�

手
洗
い
・
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
で
ウ
イ
ル

ス
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
＝
ア
ル
コ
ー
ル
消

毒
や
、外
出
後
、食
事
前
、咳
や
く
し
ゃ

み
を
し
た
後
の
こ
ま
め
な
手
洗
い
が
大

切
で
す
。

③�

咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
守
っ
て
感
染
拡
大
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う
＝
人
に
向
か
っ
て
咳
や

く
し
ゃ
み
を
し
な
い
、
咳
や
く
し
ゃ
み

が
出
る
と
き
は
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
、

手
で
口
を
押
さ
え
た
ら
す
ぐ
に
手
を
洗

う
と
い
っ
た
、
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

発
熱
や
咳
、の
ど
の
痛
み
な
ど
の
症
状

が
あ
る
場
合
は
、
早
め
に
医
療
機
関
へ

相
談
し
ま
し
ょ
う
。
高
齢
者
は
症
状
が

軽
く
て
も
重
症
化
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
無

理
を
せ
ず
、
安
静
と
早

期
受
診
が
大
切
で
す
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
遊
び

に
来
ま
せ
ん
か
？

誕
生
会（
12・１
月
生
ま
れ
の
お
友
達
）

３
歳
児
健
診

英
語
で
あ
そ
ぼ
う

お
は
な
し
か
い

高
齢
者
（
介
護
保
険
）

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ  

☎
52
－
９
０
６
３・８
６
３
４

親
子
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
た
ん
ぽ
ぽ

か
ら
の
お
知
ら
せ
　
　
　  

☎
51
－
５
６
８
８

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ
　
　
　
☎
52
－
８
４
８
１

一
　
般

リ
ズ
ム
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

親
子
サ
ー
ク
ル　
キ
ラ
キ
ラ

は
ぐ
く
み
教
室

子
育
て
を
手
助
け
し
て
ほ
し
い
人 

→ 

お
ね
が
い（
依
頼
）会
員

子
育
て
を
援
助
し
た
い
人 

→ 

ま
か
せ
て（
提
供
）会
員

利
用
時
間

１
時
間
あ
た
り
の
利
用
料
金

月
〜
金
曜

午
前
７
時
〜
午
後
7
時

子
ど
も
１
人
目３

０
０
円

２
人
目
以
降

３
０
０
円

月
〜
金
曜
の
早
朝
・
夜
間

と
土
曜
・
日
曜
・
祝
日

子
ど
も
１
人
目５

０
０
円

２
人
目
以
降

４
０
０
円

ま
か
せ
て
会
員
の
養
成
講
習
会

を
行
い
ま
す

令
和
７
年
度
の
が
ん
検
診
は
２

月
末
ま
で
で
す

高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は

重
症
化
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

足もと元気教室
●日程＝12月15日～1月14日までの分
地区名 時間 場所 日程
1地区 午前９時30分～11時 第1地区分館 12月19日(金)

2地区 午後１時30分～３時 第2地区交流プラザ －

3地区 午後１時30分～３時 第3地区分館 １月８日(木)

4地区 午前９時30分～11時 第4地区分館 12月17日(水)

5地区 午後１時30分～３時 轟木集落館 12月18日(木)

蓼池 午前９時30分～11時 蓼池児童館 12月18日(木)

花見原 午前９時30分～11時 花見原コミュニティセンター １月７日(水)

餅原 午前９時30分～11時 餅原研修館 12月15日(月)

三原 午後１時30分～３時 三原地区コミュニティセンター 12月17日(水)

中原 午前９時30分～11時 中原コミュニティセンター
12月24日(水)

１月14日(水)

今市 午前９時30分～11時 今市児童館 －

下新 午前９時30分～11時 第7地区分館 １月９日(金)

8地区 午前９時30分～11時 第8地区分館 12月26日(金)

9地区 午後１時30分～３時 第9地区分館
12月24日(水)

１月14日(水)

●�準備するもの＝体操のできる服装、タオル、シューズ、水分補給
用の飲み物

※ �12 月１日～ 14 日の日程は、『広報みまた』先月号をご参照くだ
さい。
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情のしらく 報

交通事故（人身）発生ワースト順位 ◎県内第19位／令和７年9月30日現在（全26市町村中）※ワースト…悪い方からの順位

◎町税の納付は「安心・便利・確実」な口座振替のご利用を！◎この社会 あなたの税が生きている◎たばこは町内で買いましょう

税のお知らせ ●税務財政課からのお知らせ¥

三股町の人口（令和７年11月１日現在） ◦男／11,716人◦女／13,299人◦合計／25,015人（前月比−17人）
◦世帯数／10,446戸（＋6戸）◦出生／9人◦死亡／27人◦転入／61人◦転出／60人

12月25日（木）は納期限です
　納期限内に納付しましょう。
●国民健康保険税（第6期）

口座振替は 12 月 25 日（木）が振替日です。また、再
振替は令和 8 年 1 月 13 日（火）に行います。前日まで
に預貯金口座の残高確認をお願いします。

解約などで口座振替ができなかった場合は、「口座
振替不能用の納付書」を送付します。納付書に記載さ
れている納付場所で納めてください。
■お問い合わせ＝納税管理係　☎52-9635

「納税相談」を利用してください
税金は納期限内に納めることが原則ですが、思わ

ぬ事故、病気や失業など、やむを得ない特別な事情が

あって納期限内に納められないときは、早めに相談し
てください。年度を繰り越す滞納とならないように、
各種納税相談を受け付けます。なお、夜間・休日の相談
を希望する人はお問い合わせください。
■お問い合わせ＝特別収納対策係　☎52-9634

償却資産申告書を送付します
地方税法の規定により、償却資産の所有者は、毎年1

月 1 日現在の償却資産所有状況を、2 月 2 日（月）まで
に申告することになっています。該当する償却資産の
所有者には、申告に必要な書類を 12 月末までに送付
します。期限までに申告書の提出をお願いします。申
告書が届かなかった場合は、連絡してください。
■お問い合わせ＝資産税係　☎52-9636

　情のしらく 報

（
切
り
取
っ
て
ポ
ス
ト
へ
投
函
し
て
く
だ
さ
い
）

今月号を読んだ感想、今後取り上げてほしい話題や記
事、あなたの身近で起きた出来事などお寄せください。

皆さんのまちづくりに対する夢あるご意見、ご提
案を募集します。

お送りいただいた個人情報等は、今後の広報紙の誌面づくりの参考に致します。
それ以外に情報の利用は致しません。

休日急患診療機関くらしのカレンダー 〔ゴミ回収日・図書館休館日・イベント〕
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６

可燃物
図書館休館日

可燃物 可燃物

７ ８ ９ 10 11 12 13

可燃物
図書館休館日

可燃物 白色トレイ
ペットボトル

可燃物

14 15 16 17 18 19 20

可燃物
図書館休館日

可燃物
図書館休館日

缶・ビン 可燃物

21 22 23 24 25 26 27

可燃物
図書館休館日

可燃物 不燃物 可燃物

28 29 30 31

図書館休館日
可燃物
図書館休館日

可燃物
図書館休館日 図書館休館日

12月 5月

町公式サイト

休日急患診療機関
日 病院名 町　名 電話番号

7 日

久保原田中医院（内・小） 久保原町 ☎22-7700
ベテスダクリニック（内） 年 見 町 ☎22-1700
長倉医院（内） 三 股 町 ☎52-2109
川畑医院（外・胃） 年 見 町 ☎46-3225
池之上整形外科（整・リハ・リウ） 上 川 東 ☎23-2311
あきづき医院（精） 上水流町 ☎36-0534

14日

たけしたこども医院（小） 三 股 町 ☎51-0005
鵜木循環器内科医院（循・内） 花 繰 町 ☎26-0008
いづみ内科医院（内） 鷹 尾 ☎22-7111
都北ごとうクリニック（外・肛）都 北 町 ☎38-6060
寺本整形外科医院（整） 北 原 町 ☎22-1171
もりぞの耳鼻咽喉科（耳鼻） 甲斐元町 ☎36-6036

21日

柳田病院（小・内） 東 町 ☎22-4862
瀬ノ口醫院（内・消） 姫 城 町 ☎25-5155
みしま内科クリニック（内・循）三 股 町 ☎51-8100
とまり内科外科胃腸科医院（内・外・胃） 三 股 町 ☎52-1135
きたむら皮膚科クリニック（皮・アレ） 吉 尾 町 ☎38-7300
永吉眼科医院（眼） 姫 城 町 ☎22-1530

28日

共立医院（小） 蔵 原 町 ☎22-0213
松山医院（内・呼・リウ） 上 川 東 ☎24-1046
大岐医院（内・胃） 山之口町 ☎57-2025
山路医院（外・内） 山 田 町 ☎64-3133
小牧病院（整） 立 野 町 ☎24-1212
武田産婦人科医院（産・婦） 蔵 原 町 ☎22-0336

29月

早水公園クリニック（内・小・外・消・アレ） 早 水 町 ☎36-6117
藤元上町病院（内） 上 町 ☎23-4000
隅病院（内・胃） 高 崎 町 ☎62-1100
野口脳神経外科（脳） 太郎坊町 ☎47-1800
江夏整形外科クリニック（整・リウ・リハ） 三 股 町 ☎51-1122
吹上耳鼻咽喉科医院（耳鼻） 鷹 尾 ☎21-4133

30火

有馬医院（内・小） 上長飯町 ☎23-2610
伊達クリニック（内・循） 牟 田 町 ☎36-7088
やまさき医院（内） 都 原 町 ☎25-7780
宗正病院（外） 八 幡 町 ☎22-4380
ならはら皮膚科医院（皮） 志比田町 ☎22-1455
西元眼科医院（眼） 中 原 町 ☎25-8888

31水

山内小児科医院（小） 上 町 ☎22-0048
すみクリニック（内） 東 町 ☎36-7701
佐々木医院（内） 高 崎 町 ☎62-1103
まつもと心臓血管外科クリニック（循外・内） 東 町 ☎36-8926
ながはま整形外科（整） 都 北 町 ☎46-7188
いわよし耳鼻咽喉科クリニック（耳鼻） 千 町 ☎36-5555

日 病院名 町　名 電話番号

１木

はしぐち小児科（小） 都 原 町 ☎24-5500
藤元総合病院（内） 早 鈴 町 ☎22-1717
ホームクリニックみまた（内・呼） 三 股 町 ☎52-1348
吉松病院（外・整） 蔵 原 町 ☎25-1500
飯田整形外科クリニック（整） 上 町 ☎46-5115
野田医院（産・婦） 蔵 原 町 ☎24-8553

２金

志々目医院（内・小） 山之口町 ☎57-2004
ゆうクリニック（内） 広 原 町 ☎46-6100
田中隆内科（内・泌） 三 股 町 ☎52-0301
福島外科胃腸科整形外科医院（外・胃・整） 都 北 町 ☎38-1633
倉内整形外科病院（整） 上 町 ☎22-1252
よしだ眼科クリニック（眼） 三 股 町 ☎77-8817

３土

政所医院（小・内） 高 城 町 ☎58-2171
森山内科・脳神経外科（内） 南鷹尾町 ☎21-5000
三州病院（内） 花 繰 町 ☎22-0230
たかお浜田医院（外・内） 鷹 尾 ☎22-8818
都城明生病院（泌） 金 田 町 ☎38-1120
岩下耳鼻咽喉科（耳鼻） 三 股 町 ☎51-1187

４日

児玉小児科（小） 花 繰 町 ☎25-5570
坂元医院（内・胃） 牟 田 町 ☎22-0360
都城在宅医療クリニック（内） 南横市町 ☎58-9808
もりやま脳神経外科（脳） 久保原町 ☎21-6888
いのまた整形外科クリニック（整） 五 十 町 ☎36-6272
宮田眼科病院（眼） 蔵 原 町 ☎22-1441

12月

※�

休
日
急
患
診
療
機
関
の
診
療
時
間
は
午
前
9
時
〜
午
後
6
時
で
す
。や
む
を

得
ず
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、☎
23
－
５
５
５
５
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い（
夜
間
は
都
城
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
☎
36
－
８
８
９
０
ま
で
）。な
お

歯
科
に
つ
い
て
は
☎
25
－
４
１
０
０
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

近
年
、
国
内
で
は
台
風
や
集
中
豪
雨
に

よ
り
浸
水
害
や
土
砂
災
害
な
ど
が
発
生

し
、
甚
大
な
被
害
が
出
る
事
例
が
増
え
て

い
ま
す
。
本
町
で
も
台
風
に
よ
る
土
砂
災

害
に
よ
り
大
き
な
被
害
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
今
後
発
生
が
予
想
さ
れ
る
南
海

ト
ラ
フ
地
震
で
は
、
本
町
で
も
大
規
模
な

被
害
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
自
然
災
害
は
い

つ
発
生
す
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。「
三
股

町
防
災
ア
プ
リ
」を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に

イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
て
お
く
こ
と
で
、
避
難

情
報
の
発
令
状
況
や
避
難
所
の
開
設
状
況

な
ど
の
、
災
害
時
に
必
要
と
な
る
情
報
を

確
認
で
き
ま
す
。

●
ア
プ
リ
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
方
法

ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
は
Ａ
Ｐ
Ｐ
ス
ト
ア
で
、

Ａ
ｎ
ｄ
ｒ
ｏ
ｉ
ｄ
は
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
ｐ
ｌ

ａ
ｙ
ス
ト
ア
で「
三
股
町
防
災
ア
プ
リ
」

と
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

●
ア
プ
リ
で
確
認
で
き
る
情
報　

・�

気
象
情
報
＝
町
に
発
表
さ
れ
て
い
る
警

報
・
注
意
報
な
ど
を
確
認
で
き
ま
す
。

・�

お
知
ら
せ
機
能
＝
町
が
配
信
す
る
避
難

情
報
や
避
難
所
の
開
設
情
報
を
文
字
と

音
声
で
確
認
で
き
ま
す
。

休日急患診療機関 1月

以後の休日急患診療機関については翌月号に掲載します。

「
三
股
町
防
災
ア
プ
リ
」を
利
用

し
ま
せ
ん
か

・�

防
災
行
政
無
線
情
報
＝
町
が
配
信
す
る

防
災
行
政
無
線
の
内
容
を
文
字
で
確
認

で
き
ま
す
。

・�

防
災
マ
ッ
プ
＝
洪
水
浸
水
想
定
区
域

と
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
確
認
で
き
ま
す
。
ま
た
、
町

の
指
定
避
難
所
、
指
定
緊
急
避
難
場

所
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
場
所
を
併
せ
て
確
認

で
き
ま
す
。

※�

現
在
地
か
ら
避
難
所
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
場

所
ま
で
の
距
離
や
所
要
時
間
も
確
認
で

き
ま
す
。

・�

安
否
確
認
＝
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
と
Ｎ
Ｔ
Ｔ

西
日
本
が
提
供
す
る
災
害
用
伝
言
板

（
ｗ
ｅ
ｂ
１
７
１
）に
ア
ク
セ
ス
す
る

こ
と
が
で
き
、
災
害
時
に
家
族
の
安
否

確
認
が
で
き
ま
す
。

・�

雨
量
情
報
＝
町
内
に
設
置
し
て
い
る
雨

量
計（
勝
岡
地
区
、
寺
柱
地
区
、
仮
屋

地
区
）の
情
報
を
確
認
で
き
ま
す
。

・�

防
災
お
役
立
ち
リ
ン
ク
＝
防
災
に
関
す

る
リ
ン
ク
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
直
接

サ
イ
ト
の
閲
覧
が
で
き
る
た
め
、
手
軽

に
防
災
情
報
を
入
手
で
き
ま
す
。

ア
プ
リ
の
言
語
設
定
を
変
更
す
る
こ
と

で
、
日
本
語
以
外
の
言
語（
英
語
、
韓
国

語
、
中
国
語（
簡
体
）、
ベ
ト
ナ
ム
語
）で

情
報
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
＝
総
務
課
危
機
管
理
係

　
☎
52
－
１
１
１
０

多
言
語
機
能
を
追
加
し
ま
し
た

Androidは
こちら

iPhoneは
こちら
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ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

通信
喜
ぶ
姿
が
見
た
い
か
ら

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
お
も
ち
ゃ
病
院

三
股
」。
毎
月
、
町
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
「
元
気
の
杜
」
で
依
頼
者
が
持
ち
込

む
お
も
ち
ゃ
の
修
理
を
行
っ
て
い
る
。
10

年
ほ
ど
前
か
ら
活
動
す
る
増
田
親
忠
さ
ん

は
、こ
れ
ま
で
に
多
く
の
お
も
ち
ゃ
を
修
理

し
て
き
た
。
き
っ
か
け
は
「
時
間
に
余
裕

が
で
き
た
か
ら
、
お
試
し
で
」
と
受
講
し

た
講
習
。
も
と
も
と
海
上
自
衛
隊
で
武
器

を
取
り
扱
っ
て
い
た
た
め
「
自
分
に
も
修

理
で
き
る
だ
ろ
う
と
、
最
初
は
軽
く
考
え

て
い
ま
し
た
」
と
言
う
。
し
か
し
、
最
近

の
お
も
ち
ゃ
は
専
門
的
な
知
識
や
工
具
が

必
要
な
電
子
部
品
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る

こ
と
が
多
く
、
修
理
を
断
ら
ざ
る
を
得
な

い
こ
と
も
あ
る
。
そ
れ
で
も
「
全
壊
し
た

お
も
ち
ゃ
を
全
て
作
り
直
し
た
こ
と
も
あ

り
ま
す
よ
」
と
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な

が
ら
修
理
に
向
き
合
う
。
そ
の
原
動
力
を

「
修
理
し
て
手
渡
す
と
き
、
子
ど
も
が
喜

ぶ
姿
を
見
る
の
が
何
よ
り
も
楽
し
み
な
ん

で
す
」
と
話
す
増
田
さ
ん
。
こ
れ
か
ら
も

お
も
ち
ゃ
の
修
理
を
通
じ
て
子
ど
も
た
ち

の
笑
顔
を
生
み
出
し
、
守
り
続
け
て
い
く
。

ま
ち
を
支
え
る
人
た
ち

稗
田
在
住 

増ま
す

田だ 

親ち
か

忠た
だ（

８９
）さ
ん

笑
顔
を
守
る
、お
も
ち
ゃ
ド
ク
タ
ー

200

POST CARD

お手数ですが
切手を貼って
お出しください。

8 8 9 1 9 9 5

（
切
り
取
っ
て
ポ
ス
ト
へ
投
函
し
て
く
だ
さ
い
）

氏　名
フリガナ

ご住所

電　話 （　　　　　　）　　　　　ー

年　齢 性　別 男 ・ 女

三股町役場　総務課
秘書広報係 行

2025.12　vol.664

わが家の一番星わが家の一番星

わが家の一番星・ご長寿万歳については、申込
者多数のため、新規受付を一時停止しています。
受付再開まで、しばらくお待ちください。

政ま
さ

野の

　
桜お

う

凜り

ち
ゃ
ん

令
和
６
年
４
月
10
日
生
ま
れ（
１
歳
）

政
野
流
星
さ
ん・穂
乃
華
さ
ん
の
長
男

み
ん
な
に
愛
さ
れ
勇
ま
し
い
子
に
育
ち

ま
す
よ
う
に
!!

下
が
り
眉
が
チ
ャ
ー
ム
ポ
イ
ン
ト
の
暖

真
く
ん
、
こ
れ
か
ら
も
す
く
す
く
お
お

き
く
な
ぁ
れ
！

渡わ
た

邊な
べ

　
暖は

る

真ま

ち
ゃ
ん

令
和
４
年
４
月
23
日
生
ま
れ（
３
歳
）

渡
邊
新
之
助
さ
ん・愛
梨
沙
さ
ん
の
長
男

大人も一緒に「食育」
健康バランス食実践のために

旬の食材はおいしい！栄養
価が高い！安い！といいこ
と尽くしです。旬の食材を
使った健康バランス食を紹
介します。ご家庭での献立
にご利用ください。

いきいき
げんき！
毎月19日は
食 育 の 日

町の栄養士から

問い合わせ：町健康管理センター  ☎ 52 − 8481

12月の旬の食材
・ヤリイカ
・ノリ
・セロリ
・水菜
・リンゴ

※材料は全て 1 人分です

❶❶

❷❷

❸❸

❹❹

　「顔が見える関係だったら良かっ
たなぁ」。３年前の出来事を思い出
しながら、特集の取材を進めました
▼ある日、深夜に帰宅すると自宅ア
パートの前に一人の男性が立ってい
ました。すると、駐車をする私のも
とに歩み寄ってきたのです。（こん
なに疲れているのに、これから“何
か”を判断しなければならない）と
察した私。どうやら同じアパートの
住民で「部屋に鍵を置いて出てしま
い、オートロックを通過できない」
とのことでした▼失礼を承知で運転
免許証を見せてもらい、アパートの
住民であることを確認し一緒にア
パートへ。それまで以上に他の住民
と積極的にあいさつを交わし「自分
のことも知ってもらおう」と思う、
良いきっかけになりました。

茶じょけ

発行・編集／三股町  総務課
〒889-1995
宮崎県北諸県郡三股町五本松1番地1
TEL 0986-52-1111（代表） 
FAX 0986-52-4944
町公式URL
https://www.town.mimata.lg.jp
町FacebookURL
https://www.facebook.com/mimatatown
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今
回
は
、
パ
パ
イ
ヤ
を
栽
培
し
て

い
る
山
元
洋
一
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま

す
。
今
年
で
農
業
を
始
め
て
10
年
が

経
つ
山
元
さ
ん
。
54
歳
で
前
職
を
退

職
し
、
１
年
間
、
実
践
塾
で
農
業
を
学

び
ま
し
た
。
そ
ん
な
山
元
さ
ん
は
、
５

年
程
前
か
ら
パ
パ
イ
ヤ
を
育
て
て
い

ま
す
。「
１
本
の
幹
に
た
く
さ
ん
の
実

が
な
っ
て
、
手
間
も
か
か
ら
な
い
。
そ

れ
に
栄
養
満
点
な
ん
で
す
よ
。
僕
は

浅
漬
け
に
し
て
毎
日
食
べ
て
い
て
、

お
か
げ
で
体
調
が
と
て
も
い
い
ん
で

す
」と
笑
顔
で
話
し
ま
す
。
パ
パ
イ
ヤ

は
ほ
ん
の
り
と
甘
く
、
サ
ラ
ダ
や
炒

め
物
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
料
理
に
使

え
る
万
能
食
材
。
食
物
繊
維
や
ビ
タ

ミ
ン
Ｃ
が
豊
富
で
、
美
容
や
健
康
に

も
ぴ
っ
た
り
で
す
。
妻
・
早
苗
さ
ん

は「
最
初
は
他
人
事
の
よ
う
に
思
っ

て
い
た
け
れ
ど
、
後
か
ら『
一
緒
に
や

る
ん
だ
』
っ
て
思
っ
た
の
」
と
当
時

の
事
を
話
し
ま
し
た
。
よ
か
も
ん
や

で
は
、
青
パ
パ
イ
ヤ
、
完
熟
パ
パ
イ
ヤ

と
パ
パ
イ
ヤ
ジ
ャ
ム
を
販
売
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

ん
じ
ゃ
様

〒
８
８
９

―

１
９
０
１ 

宮
崎
県
北
諸
県
郡
三
股
町

大
字
樺
山
４
４
２
１
番
地
22（
JR
三
股
駅
隣
）

☎
０
９
８
６（
52
）３
１
３
１

営
業
時
間
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分

定
休
日
／
毎
週
木
曜（
祝
日
を
除
く
）

http://mimatan.com

三
股
町
物
産
館
よ
か
も
ん
や　
情
報
発
信
コ
ー
ナ
ー

だ
よ
り

No.158

●
三
股
町
産
パ
パ
イ
ヤ

最新のイベント情報は、「よかもんや」公式サイトか
インスタグラムでご確認ください。

イベント
出店情報

❶ 主食 /白ごはん
243㌔㌍　塩分０㌘
材　料　�ごはん…150㌘

❷ 主菜 /イカのアクアパッツァ
165㌔㌍　塩分 1.5㌘
材　料　�イカ…70㌘、アサリ…70㌘、ミニトマト…70㌘、

ニンニク…1/2 かけ、パセリ…少々、白ワイン…大
さじ 2、水…大さじ 2、オリーブ油…大さじ 1/2、塩
…小さじ 1/8、コショウ…少々

作り方	 ①ニンニクはつぶす。
	 ②�イカは足をワタごと引き抜き、軟骨を除く。流水

で洗い、輪切りにする。
	 ③アサリは殻をこすり洗いする。
	 ④�鍋にオリーブ油、ニンニクを入れて熱し、香りが

立ったらアサリ、イカを入れてさっと炒める。
	 ⑤�ミニトマト、白ワイン、水を加えて蓋をして中火

で煮る。
	 ⑥�アサリの口が開いたら、塩とコショウで味を調え

みじん切りにしたパセリをちらす。
❸ 副菜 /セロリのきんぴら
44㌔㌍　塩分 0.6㌘
材　料　�セロリ…50㌘、ゴマ油…小さじ1/2、●酒…小さじ

1/2、●しょう油…小さじ1/2、●砂糖…小さじ1/4、
●みりん…小さじ1/4、白ゴマ…小さじ1/2

作り方	 ①�セロリは筋を除き縦に細切りにする。
	 ②鍋にゴマ油を熱し、セロリを炒める。
	 ③●を加え、汁けがなくなるまで炒める。
	 ④器に盛り付け、白ゴマをかける。
❹副菜 /水菜のワサビ酢和え
14㌔㌍　塩分0.6㌘
材　料　�水菜…40㌘、ノリ…適量、▲しょう油…小さじ1/2、

▲酢…小さじ1/2、▲練ワサビ…小さじ1/8
作り方	 ①水菜は３㌢長さに切る。
	 ②ボウルに▲と①を入れて和える。
	 ③器に盛り、刻んだノリをちらす。
❺副菜 /クリームチーズのリンゴ添え
229㌔㌍　塩分0.4㌘
材　料　�クリームチーズ…50㌘、リンゴ…50㌘、砂糖…小さ

じ2、クルミ…1 粒
作り方	 ①�リンゴは皮つきのまま１㌢角に切り、砂糖をまぶしな

じませる（冷蔵庫で一晩）。
	 ②クルミは食べやすい大きさに刻む。
	 ③器にクリームチーズを入れ、①と②をかける。

★総エネルギー　695 キロカロリー　塩分：3.1g

❺❺
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問い合わせ　総務課　秘書広報係　☎52-1113（直通）
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